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T. L.C. : Total Lung Capacity全肺容量 
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St 
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気予備量(呼予量)(cc) (cc) 
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V02-C : Venous O2Conte'nt静脈血 O2合
量 (Vol%)
V02・Sat.: Venous O2Saturation静脈血 O2
飽和度 (%)
VC02・C : Venous CO2Content静脈血 CO2
含量 (mMjl) 
V. P. : Venous Pressure 静脈圧 (mm 
H20) 
V-pH :静脈血 pH 
W : Peripheral Resistance全末梢脈
管抵抗 (dynejcmり 
1 はしがき
心・肺動態の研究は，この十数年間において，す
くなくとも臨床にかんするかぎり，いちじるしく進
歩した。そのよってきたるところは， アメリカの 
Cournand，Comroe(4)(5)，Barach，Segal(26)などの
業墳によるところ多く，この影響はわが国の肺結核
の臨床において，ひろくとりあげられ，その一酉と
して，循環器病学にも応用された。この点について 
は，慶大の笹本助教授の力によるところが大きし、。 
しかるtにこ， 大陸医学においても， ちがつた観点よ 
り，多くのJ心心.肺疾患にかんする研究が行われてい
などの業漬を補遺することが目的の 1つで、ある。近
代的手技は，精糊な安化を屯験証させるが，はげし 
い呼吸困難，ないし，苦悶の状態にある患者につい
ては，行いにくい。また，行っても，数値の信用性 
はうすいのが例である。したがって，観察例数は制
限されるゆえ，今後とも，かような一連の研究が，
教室で行われるであろう。 ，および，のについ3)
1日 
ては，内外ともに，少ないか，あっても，同時性の
観察に欠けるところが多い。それゆえし従来までの
意味づけに，し、くつかの修正を要する。この点を明
らかにすることが，第 の目的である。2
1叩 
II. 実験対象，ならびに，実験方法 
L 実験対象
被検者は， 1955年 10月より 1957年 3月までに，
千葉大学第二内科に入院した以下に述べるような，
各種の心疾患患者 40例(うちに甲状腺中毒症 4例
をふくむ)，甲状腺機能文進症 1例，肺気腫 7例，気
管枝哨息 5例， 計 53例である。その年令巾は， 10 
~19 才 5 例， 20~29 才 8 例， 30~39 才 6 例， 40~ 
羽4 口 印 印 1 例， 6ω0~6ω9 才 4 例， 7O~9才 17例， 50~59 才 叩 
79才 2例でで、あるο尋常値をさだめるために用いた健乃 
常例は， 0~19 才 3 例， 20~2却9 才 5 例， 30~3ω9 才印 却 却 
る (Kni単 泊 ピ(1即 ヂ(3pping6ω)，Wyss釦2幻)， Rossi詑がお3)つ〉。われわer(2 9仰a，40~49 才 8 例， 50~59 才 2 例， '60~69 才 1
れの教室では，双方の特徴を生かした研究があり， 例の，計 28例である。
すでに心疾患の換気相，血液相，および，循環動態 2. 
にかんする一連の発表がある。わたくしは， 1)肺 実験方法
容量，換気量，および，血液ガス諸量の平均値を， 肺容量は，原則として，臥位と立位で測定し，可
各心疾患rjlにもとめ，さらに，それらが，薬物使用 能な例では，坐位でも測定した。呼吸困難がはげし
ののち，どのような変説Jをとるかをみた。肺疾患と くて，臥{立をとれないものは，坐位と立位，または，
比較する意味で，肺性心， fl¥i気!腫，および，気管枝哨 坐{立だけで測定した。検査時刻は午前 10時とし，
息をえらんだ。 2)同時に行った Fick-Cournand 薬物使用後の検査時刻も日差斐動を防ぐために，で
法により求めた肺脈管内圧と，肺容量，換気量，お きるだけ使用前と同時刻とした。
よび，動脈血の O2飽和度との間に，一定の相関を 1) 肺容量測定は， Benedict-Roth型 Collins
みた。 3)とくに，観察目標を，同時に測定した循 のレスピロメーター，および， Knipping式の基礎
環動態と，呼吸柑における相関連性の有無におい 代謝測定装置を用い，呼気の分析は， Mikroshola・
た。このため，非観血的に経過を追って循環分析を たder式ガス分析器によった。残気は Christieの
行うことのできる Wezler法 (11)に負うところが， 方法によって求めた。肺活量，および，最大換気量
大きかった。めなお，各肺容量，換気量を，臥i立 の PredictedValueは，年令，身長，体重，およ
ばかりでなく，坐位，立位でも測定し，起坐呼吸の びi体表面積より算出する Baldwinの式により求
なり立ちの一面を，同時に，循環動態ならびに血液 めた。これらの肺容量，および，換気量は，気圧，気
相を参考にして，換気相から，経過を追って，観察 温で補正し， 370C飽和水蒸気圧の状態 B.T.P. S. 
したo に換算した。
この小文の目的には 2つある。 1)，2)において の血液ガスの測定:採取した動脈血・静脈血の
は，千葉(尺富井(29九井原<10う森(19〉，およひ謝く28) O2，および， CO2含量の測定は，van Slyke-Neil 
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の O2，CO2同時測定法により，採血後可及的速や
かに測定した。 
3) 血液 pH:三田村製直続式振動容量型jガラス
電極水素イオン測定器を用いた。 
4) 動脈血 CO2分圧 :pH，ヘマトクリット， 
CO2含量測定後，Singerの表より求めた。 
5) 動脈血 O2分圧 :pH，02飽和度測定後， O2 
解離曲線より求めた。
の 15例に，心カテーテノLを用い， Fick・Courn圃 
and 1去をおこなった。この実験方法の細目につし、て
は，すでに協研者(富井(29)，井原00九千葉(りの
論文がある。 
7) 心拍量，分時送血量_，全末梢脈管抵抗，容積 
弾性率:Wezlerの新法を改良した教室の方法で行
った。 
8) 静脈圧:Moritz・Taboraの法によった。
め循環時間:Ether，Decholin，Lobelinの静
脈内注射法のほかに， 14例に，エルマ型 ear-Oxy-
meter聖書置を用いての N20 ガス吸入法，および， 
Evans Blue注射法を併用した。実験は，薬物使用
前，使用中，および，使用後に行い，実験回数は，
健常例をも含めて，のべ， 131回である。 
10) 使用薬物

心疾患に用いたもの
 
(1) 学研ジギタリス研究会より交付のジギタリ
ス剤
(i)ジギタリス葉末:武田ジギ葉末 A(L-486)， 
三共ジギ葉末 D，武田強力ジギ、葉末_(L・156)。
(ii)ジギコリニ/錠剤:武田強力ネオジギタリス錠
(L-13)。
(iii)ジギコリ γ ・フラグショ:/:ネオジギタリ 
ス MNo.2注 (L・47)，ネオジギタリス M No. 
3注 (L・48)，ネオジギタリス注 (L・73)0 
(2) Lanatocide C (Cedi1anid “Sandoz'つ， 
K-Strophantin (Strophosid “Sandoz'つ， The-
ophylline ethyl1endiamine (Neophyllin“エー
ザイ勺， Choline theophyllinateくTheocolin"エ
{ザイ")，臓器抽出物 (Lacarnol"forte" “Ho-
echst'つ， Lacarnol +rac. p-oxyphenylmethyl 
aminopropyl・hydrochloride (Carnigen “Hoe-
chst'つ， G-Strophantin (Uabanin “Takeda")。
(3) 1， 3，5-Triaminotriazine (Theoharn 
“中外'つ， 3-chlormercuri-2~methoxypropyl ur-
“Leder1e")。 
(4) Reserpine (Se:tpasi1“Ciba")，Pentap-
yrrolidinium Bitartrate(Ansolysne“大日本")。 
(5) Methylthiouracil (Methiocil“中外")。
肺疾患に用し、たもの 
(1) Theophyllil1e ethyllendiamine (Neop-
hyllin“エーザイ") 
(2) Methoxyphenamine HCl(Methonamin 
“白木新薬'つ

循環時間に用レたもの
 
(1) Ether (麻酔用エーテノLを滅菌的に処理し
たもの〉 
(2) Decholin (Choleretin“大日本'つ 
(3) 1.0% Lobelin HCl (Atmulatin“大日
本つ
(4) 0.5% Evans Blue (Evans Blue Ampo・ 
ules“第 1製薬") 
(5) 吸入麻酔用 N20 ガス“昭和電工" 
11. 実験成績 
1. 尋常値
健常例 28例につき求めた尋常範囲，ならびに，各
平均値を，表 1に示す。 
2. 各疾患の平均値，および，薬物使用前後の成
績 
薬物使用前の成績を表 2一表 12に示す。表 2は
、僧帽弁口・狭窄閉鎖不全 (Msi)群，表 3は僧帽弁 
閉鎖不全 (MIs)群，表 4は僧帽弁口狭窄 (MSi)
群，表 5は心冠不全 (Coron. Insuff.)群，表6は
高血庄性心不全 (H.C. D.)若手，表 7は大動脈弁 
閉鎖不全 (A.I.)群，表8は心性気管校痘欝くC. 
br. sp.)群， 表 9は肺性心 (CorPulm.)群， 表
10は肺気腫 (Emphy.)群， 表 1は気管枝哨息 
(Asthm. br.)群，表 12は，甲状腺機能充進症 
(Hyperthyr叫 d.)群である。平均値は算術的に計 
算した。 
表 13-表 22に，薬物使用後の測定値を示す。薬
物使用前の数値と比較するため，症例番号は同じに
した。 
以上のp 薬物使用前と，使用後の値を一括して図 
1ー 図 18に示した。 
呼吸機能以外の，白・他覚所見より判定し，薬物 
使用前，軽，および，中等症のうち，薬物有効例を
0，不安例を自重症のうち，有効例をム，不安ま 
e伺a (σNeoぬ刊泊 泊 王esidhydri e'Lak‘“ 7 n 伽 
一-1，3，4-thiadiazole一←-一寸凶 均 泊 -5 叫剖叩4eS今一 ullfお回羽 抱 似x011amide (Diamo 判定基準
• • • 
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i) 息ぎれ，どうき，呼吸困難感，狭心痛:ない た。増悪例はなかった。
もの(一)，軽度のもの(+)，中等度のもの(十十)， 軽症では，使用後，増悪したものはなく，すべて
いちじるしいもの(俳〉。. ・. の例で，訴えの軽くなるのをみた。したがって，有 
i) せき，たん:ないもの(一)，軽度(十)，中 効例と判定した。
等度(十十)，いちじるしい(十件〉。 実験時，胸部ラ音聴取例には，※(図では x)を 
ii) 胸部ラ音:ないもの(一)，軽度のもの(十)， 附して示した。図中， 0 は尋常値上界， m は尋
中等度(十十)，いちじるしい(時〉。 常平均値， uは尋常値下訴を示し，実線は各疾患 
iv) 胸部X線所見:肺うつ血のないもの(一)， の平均値を示す。 Beは薬物使用前， Afは使用
軽度にあるもの(十)，中等度(-+十)，いちじるしい 後である。
(叶)0 1) 一回換気量(図 1) 
v) 浮腫:顔面，または，腔骨稜，足背にないも iU疾患群平均値は，尋常平均値より小さいが，心
の(一)，軽度にみとめるもの(十)，中等度(十ト)， 性気管枝痘撃，肺性心，肺気腫，気管校日高息の各群
いちじるしい(十件〉。 では，その平均値は，尋常平均値より大きし、。各疾 
vi) 肝腫張:右鎖骨中線上， HJ骨弓下に， 1横指 患を通じて，検査時胸部ラ音を聞く例は，臥位，立
ふれるもの(十)， 2横指(十十)， 3横指以上(叶)， 位とも，各疾患平均値より低値を示すが，薬物使用
ふれないものく-)。 後，有効例では，増加の傾向を示す。肺疾患群で
vii)静脈圧 (mmH20):0--100 (一)， 101--150 も，有効例では，使用後増加の傾向を示す。 
(十)， 151--200 (廿)， 201以上(榊〉。 2) 分時換気量〈図 2) 
viii) 循環時間 (sec) :① Ether 0--10 (一)， 気管枝哨息群では，臥{立，立位とも，その平均値 
11--20 (+)， 21--30 (-+十)， 31以上(叶〉。② De- は，尋常平均値より低レが， ~也の疾患では，その平 
cholin 0--18 (一)， 19--36 (十)， 37--54 (十)， 均値は，尋常平均値より高値を示した。臥位では， 
55以上(十it)。 甲状腺機能1C:進症群，心房細動群，および，心性気 
ix) 心電曲線:①頻脈のあるもの(+)，ない 管枝痘軍幹が高値を示すが，立位では，肺気腫，肺
もの(ー )， ② ST・T に異常のあるもの(十)，な 性心，および，心性気管枝痘筆群が高値を示す。薬
いもの(一)，①刺激発生，および，伝達異常のあ 物使用後，有効例では，使用前異常に高いものは，
るもの(十)，なし:ものく一〉。 使用後減り，低いものは，使用後増して，尋常平均
的分時送血量 Ojmin，Wezler法):4.2--7.0 値に近づく。
の範圏内にあるもの(-)，この範囲より少し外れ 3) 深吸気量ぐ図 3)
るもの(十)C上界 9.5，下界 2.0J， さらにし、ちじる 肺気腫，気管枝哨息群では，臥位，立位とも，平
しく外れるもの(十十〉。 均値は，尋常値範囲内にあるが，心疾患群では，す 
xi) 尿量 (cc): 1日の全量が， 1000以上のもの ベて，尋常値より小さし、。検査時，胸部ラ音聴取例
(一)， 1000--500 (十)， 500以下 C-+十〉。 は， とくに， 低値を示し， 薬物使用後， 有効例で
以上 18の判定項目のプラス符号の数が， 20以上 は，すべて増した。
のものを重症， 19--15のものを中等症， 14以下の め呼気予備量(図 4)
ものを軽症とした。 心疾患， 肺疾患とも，尋常平均値より，はるか
軽症は， Gaenslerら(12)の第 1群，および，第2 に，i底値を示すが，肺性心，肺気腫，気管枝哨息群
群のうち軽度のものに，中等症は，第2群，および， では，尋常値範囲内に入るものもあるので，その平
第 3群の軽症のものに，重症は，第4群，および， 均値は，臥{立.， 立位とも，他の心疾患、群よりは高
第 3群に，だし、たい，相当する。 い。検査時胸部ラ音聴取例では，いちじる、しい低値
重症で，薬物使用後，判定基準の数値が，中等症， を示すものが多し、が，薬物使用後，有効例では，心
あるいは，軽症の範囲に入るものを有効例，重症の 疾患，肺疾患とも，増加の傾向を示す。
範囲にとどまるものを不安例，死亡したものを増思 5) 肺活量(図 5)
例とした。 心疾患では，各群とも，尋常値をはるかに下まわ
中等症で，使用後，軽症の範囲に入るものを有効 る低値を示すが，肺気腫，および，気管枝哨息群で
例，中等症の範囲内にとどまるものを不安例とし は，その平均値は，尋常値と，ほぼ，等しし、。ラ音
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•"¥1si 7.38 9.80 60.2 22.24 7.36 5.0Ly 464 19! 8.82 . 1067 371 1 1山 55.7 1597 1226 2脳山 46.4 65.3 I 1.19 I 37.6 30.24 39 702‘
qdpbn
81.0 ' 239 92.8 66:~ 
5t 511 15 7.89 1印判7 [1926 山 山 75.1 I 1∞ 45.6 85.4Aur五h I 
x 40.15十4 I 0.13 x 2;.く.1L-486) 0，Ata1is(Takeda 似x1 + 0.4mg x 4 I Pu1v. fo l. di日Cedilanid 0.6 tnI • 
Ly I 387 16 6.19 1742 17三 1914i 65.5 1923 1751 3665 47日! 48.4 54.9 札84: れ り51 21.60 31 7.55 5.99 勺け にワ49043リハワ 905n OU U 9“η4。。にUM42.2 95.1 7087.1 i 230 ワ nduqd勺つ
23 St I 47:1 16 7.57 1町 516 2叫:J I 69.9 I 84.0: 1.2 65.5 89.6I .173K. Y  ，v " V' v 1 
4 I 
ヘ •Msi Neoト ydrin3 T'ab x 3 寸 4 Ta)) x 14 + 3 Tab x 10 ート l'u1v. fo!. digitalis CTakeda A， L-486) 0.15 x 27 
ヴ q r udQO 守υ )Q U  9 h H  G υo v  1ょ 20.38 47 7.40211 
qd
Ly '447 I 15 7.15 i 916 246 1587 54.3 1576 1330 i 2917: 45.5 ， 53.6 61.6 1.13 i 46.4 86.6 98 U 0 斗4目υ 
St i 469 1 16 7.50 1497 剛山呂 67.9 69.3 79.6: 1.17 I 61.8 89.2i 
B.H.T 指似内過咋吸絞の i!lJ廷が1 
。り危告のリワん1 862+十十十
、 ， ノ
別但 
06
797 
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Ventilatory lVlea印 rements Blood Gases 

AO， -S叫 (mPm-C'AO， 0H2心--引 (mFmC0H2心'A州， VO， SatVC02-Cl)1l1PH-C叫lASgexe!l?cfo官 M I C E R V|v c AVI H R BRRi O2仇CN吋o-i NDme叫 〉v cμ'F.R.C. R. V. '1'.L.C. R.V引(MLlznHinC)lr(qb2
引jm in.)1 C(l." 灼('"C(cc)川!C (cc) (cc)(cc) ， (oc) (cc)! (cc/n"l i 
Pulv. fol. di百 italis(Sankyo D) 0.1 x 12 
15.01805 4810 905.7:35.09.467.~1626.8045.08.81186 2.76 23.45 44 7.42	89.242.20.8872.847.3 29.0、fJ 、
:vIsi てj Stω15 ¥ 6.42 	1825 四|山 oI 90.6 60.8 75.3 0.83 54.4 89.5 
I5fS14 Pulv. foL di亘社 alis ('1'akeda， L-156) 0.1 x 15 十ー五 .fethiocil0.2 x 7+ 0.3 x 1041 
12ト14.56.21280 1800 13084.uG.55.977.363.80:363.712.02193 2.61 17.99 94.7 70 31.61 48 7.40 I	92.5山1.20104.766.833.6制161504M569-1872m115413「IY!。 
¥ Hyper: 、i7 十 St I 347 i 16 I 5.55 i1432 868 I 2300! 88.4 I 68.4 107.2 1.21 62.9 92.0rpoid-e yro 
2 229 3.45 I 11.66 97.7 76 78.8! 1512 3肌|川¥ 5.4 11.8 ゅ →:00 
Sitt 430 23 9.89 1 790 669 114591 61.7 1 I 55.2 1115.1 1.87 45.1 82.0， 
St|40624974 山 I 406 11554 1 65.7 1 ! 57.4 1120.1 1.83 47.7 I 83.0 
S 孔1. 40 • Pulv. fol. digitalis (Takeda， L.156) 0.1 x 15.1. Digicorin-fracticn (L-47) l.5 m日 x7 
9 I "'- 21 14.87 2077 331 2酬 6301972l16γ49405!614616098461751 226 6.58 17.91 99.7 130 22.61 43 7.40 '1.47 24.9 28.46 7.36 13.44 3.38 59.9 2318 2506 95 10お 21.6 10.6 26.1 33片|門
Msi 47.20.%66.3 .1 	St 1755 ~: 25 18.88 I1983 I 708 2691 1 70.4 66 71.4 
Y. T. 	 48 Digicorin-fraction ('1'akeda， L-13) 4 Tah. X 8 + 3Tab. X 4
ド5921凶ド
 
IY142812514mo-82212ω 附 3167 初 1 
209 4.92 15.36 92.0 85 24.17 41.6 7.40 12.64 87.0 23.60 7.33 2.72 12.43 155.97 708.4 1713.9 72 6.7 14.2 5.3 5.9 つ7 一、〆にノ 414l M 736fO782574l
Msi十 A. 1. C' St 672 1 13 I 8.74 I2256 1 552 !2808 I110.7 88.8 .127.0 1.1 5 80.1 90.2 
11 
Msi C 
• DigicoriIト fraction ('1'akeda， L-13) 4'1'ah. X 日。 Ly 384 24 9，22ド463!叫附 46.5 
St 1乙88 19 5.47 I1223' 720 1943 47.7 
1817 1明 3330 43.1 48.0 
57.6 
45.9 
55.1 
0.99 
1.15 
38.8
53.1 
的 8 
90.5 
178 5.17 15.79 97.8 100 21.27 33 7.48 8.58 53.2 24.44 7.10 7.21 5.8:) 68.6 941 158G 130 7.0 18υ7.0 6.0 12.1 3三 
(4n 
12 
K. Y. 
Msi 
31 
[つ 
Cedilanid 0.6mg X 3 + 0.4血宮 X 5。 Lyl404161Ml2問問 2876 
St :548 12 6邑 6 1202日 1260 '3280 
73.8 
84.2 
2叫 1706， 4635 36.8 83.2
92.7 
山 
90.2 
I仰向 7 
1.07 85.9 
92.2 
92.7 
181 3.57 17.50 99.2 126 21.33 34 7.47 12.78 72.5 24.58 7.42 4.72 4.2 71.4 1653 1937 90 10.2 18.7 8.D 13.0 40 
(52) 
l長 1hlrF門戸市 1引 1川ci sitt 1 2悶 1639 i3仙川 
St I 2125 :1639 ;3761 1 104.1 
| 
96.4 103.5 i 1.0 
Table 14 
HO 山]<12.9 878 1附 80 110.1 14.7 |十 32 
14 
Y. S. 
MI 
H.C十 D 
36 
•。 
XL-156) 0.07，digitalis (Takeda 1. Pulv. fo 20 + Serpasi! 0.2mg x 20十 Ansolysen 20 m巳 X 20 
Ly 4ぺ 221961r281m f572 川町一門 3311732!ナ 0.89 
St 日 o 1 24 I 12.03 I1941 704 拙 5 i 94.5 I I 85.4 I 96.0 I 1.15
63 
削 98.4 
256 3.75 17.62 97.8 80 18.03 :13 7.4 9.65 53邑 22.34 7.36 7.97 4.~2 804 1割 )0 2796 90 7.0 2J.5 9.8 9.6 21.0 
B. D 
31 16日 ;'90 
(41) 
15 
S. H. 
MIs 
39 
() 
に(ノ 
• Pu1v. fo1. digitalis Cで akeda， L-156} 0.15 X 3 ート 0.13 X 11 
Ly i338 ! 21 7.09 1644 556 2200 77.5 ， 2073 1417 ~617 
St 7 I 21 :認 1 8.13 1620 川 1 r 2321， 81.8 
39.1 77.4 
81.0 
103.3 
108.2 
1.33 
1.33 
70.3 
71.9 
90.8 
88.8 
165 4.30 14.38 91.7 62 ! 20.28 33 7.4 7 5.65 36.0 23.44 7.4 873 5.B 74.8 144五 1777 50 10 242 11.8 24 
(44.2) 
S. K. 
16! lV~S 
br十C. br. sp 
22
o 
米
• 
・Theocolin 200 mg (i. v. inj.) x 10ι6T九 b. (per Os) X 9 
Iv lぺ 18 7.42 1387 幻 8「 5642削 
St I 368 I 17 6.26 1344 i 628 1972! 68.5 i 
1762 3387 52.0 38.2 
43.3 
48.3 
54.7 
0的 30.8 80.6 
0.80 i 37.0 ! 85.5 
171 
'1'able 15 
4.34 15.71 91.0 65 20.10 38 7.39 14.44 83.8 21.53 7.34 1.27 5.3 71.3 1304 1474 80 7.0 14.0 22 
(30) 
B.H.'1'.:括孤内は過呼吸後の測定例
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Ventilatory l¥I田町四 ments Blood Gases 児 C叶由剖 to 叫叫町 rsCir口ulla町 ryFacto
4f示正もプもV.C可7Lヤ.¥べ汁丙下万王弓干Rh:j!| Aムむ音f色官一‘ LγR.RH VlfI C…
HilkM 山示翌 2A.V.戸れI D 
日〉ヴ 'qu12
〔 
14.0 1 5.8 
u
VO，ムt.Vゐ;日 pHIτYffO，1 1¥1. V. 15.日立l土とピ2三当:di官E2
 R可 心，CI 示云示瓦元山:云瓦.1~.I川 一ム ∞叫一五瓦点R引 O孟瓦瓦-ι ιOαι2γ4七判と|叫一 
一 ~X; comp. i(cc) 仁I!min..l¥ (cc) (cc.) I仁cc)1 (%) i(cc) :(cc) (cc) C?ωCl/min.) (%) !Ojmin.) (%) ICccjmin.)1 (1) (Vol %コ|仁%) '(mmH心:CmNIjl)(mmHg) • I(Vol %) (%) ICmMjl) r"!CVol %)(Jjmin.) (cc) 

.Ca訂口il1明只心口r n 10drops. x、 2 一十 虻剖江吐j_ilanid0.2 mg x12 一十ト 印 01 2 x fi (i. v. in
15 drops. x 11 1 じ ε く Theoc日1n却 OOm芭 町 j.)
】 
叫CO2いλhU… pOι'A白九i函示瓦E.l<丙 示一示とCase RC V 2
 C E 
No \i~~叫ん~;;'5}\ H，O (sec.) 
町9必自制1コ0却山円118.023おIF m-
S. K 
侃 5 2 4

， 221 

(0 …5凱 45臼2 2ωo 9引制}川04 日35珂6 5ω 186邸;) 6釘7.2 45.2 ! 邑7.1 0.87! 6.2:1 80.0 I • Commis闘閥町s剖叩1】印山凹rnvM5日1
 I C. bL BP Ly 38 18 何呂 閃61 251 附 ω3 5 3捌 羽9.4 5ω0.6 6 0.9 4 川 凶 I 3.6 叫 9ω9.0 I 凶 凹9.17 38 I 7叫… 69.2 20.07! 7.36: 5.19 7.09 923 7.1 
「 悩呂 6ω9 1叫4 4 臼 3.9 卯9 必3.5 侃5 1 1142[110 .194
 
， 5itt 5l.2 ¥ 64.6 I 0.94'， 

t
390 18 1.02 1347 479 i1引川 68.5 44.2 86.3 ¥ 
392 18 7.06 i 55.8 削 104! 48.8 !日
 附|問問川 87.5 I 

K. E 38 Pulνfol. digitalis (Takeda、 L.156)0.1 x 23 
 。 。 ハ
1
1 
2
内 に Q d  O り  U
68.66 1585 1445 98 10.0 23.2 19.4 16.8 24.5 

1 υ 4 - 
I JLy 348 I 14: 4.87 11345 186 ¥1431 54.6 2309 2113 3554 30.0 48.7 76.1 1.39 43.8 89.9' 199 2.45 16.00 92.1! 56
、 Q U  rs に可 1 64
 p o  ラ-30 
 7.46 10.6白 58.5 
 22.19 7.39 6.47 4.2
 1 
JAV りA ハ リ
St 418 i 14 5.~5 1]13 348 1461 55.8 51.0 79.7 1.43 45.2 81:$.1) 

T.K 
44 
Di巳 icortn-fracion(L--48) 1.0Jng x 1己十 NeophylliTl 0.5 (Per 08) X 6 

18 :I[S; Ly 357 22 7.85 2568 I 618 i3186 I 85.7 2194 1576 i4762 33.1 97.5 96.2 1.12 89.6 9l.9 236 3.33 18.48 
 93.9 76

の りの リ9“内 ノ “ .1 44 7.37 8.24 41.9 23.79 7.34 10.24 5
 
102.7114.2 112.6 1.30 :186.!32105t i547 21 11.49 2164 1046 
 89.9~I\ur 日b (25.6) 

l' S .Ced 削3
出 ila刊I
O Q U3
-
リ
 
47 ※， Lγ4.1:; 18 8.01 日4i 0 1274 50.7 1189 1189，2463 4再 3 44.8 63.5 1.15: 36.7 220 i4柑 89.2 60 17.96 32 qJ Q ν 
，127 i 82.0 : 50.5 
 8.37 125 I 17.9 20.9
19.30
 
ム: Sitt l:j15 71 iH16 55.R 
 ， (52) 

1 5t i139271114635761471 65.4 Ll3 

Table 16 

。 -1 6 

x 10 .1 L-L)6) 0，1'akeda]i旨仁Pulv fo1.digitaョ:3十0mg xト1.X 22.0 mg-1-: in-fraction(L-73-) 3.0 mg x了!CC日Di 
."K.s. 
 62 Ly 349 19 6.49 1377 259 1636 60.0 1081! 822 2，158 33.4 217 2.99 16.60 i Qd lqd 
 月 
巧
4 2  
m mDOV民 
5.14 34.3 

【 4 4 『00 nJ
21.90 38 
 vd'η'eυF
ハ443 
。 
0.72 
 4.1品目 7.0 1610

6
QO
480υ 135
62 
， Deconlp. 
山2:1 71 75ロ5i!tCoron. 73.8i 
Scleros. 5t 1224 471 1694 61.8
 ，
7.7 76.2 1.03' 
x2 1 Carnigen 25 clrops. x 15日0.75m十x2刊日01.><1γ広8 + Cedilanid 0.511刊日)(5ト1.rng x 1 .1 icorin-fraction(L-47) 0日Di・79 'H. 1¥1 
2 ~~~omp. ，~ 
Coroηl 
XL-13) 3Tab.，(Takeda-f-7 >< (L--48) 1.2 IngIlin-fractio:， 
叫山
33

nhuoOAV009J 
句
4 
4・ 
ハυ 
212
 00つ6 ο 円2
F D  i
23.34 7.:14 8.67 6.05 92.0 2382 3338 95 

η f a04
喧5itt 治 3 21 7.32 山 制 1696 82.1 1489 1199 2895 山 2.1.2 刷 0.67' 16.9 69.8 i 130 5.63 I 16.09
l I 50 12.0 18.0，94.6 65 
 5.24
S.cleros. 
N. F Digico

コ38
 
5十 Neol-:.ydrin3Tab. X 5
Coron. 66
 日。 14.9
00 nU23 Scleros Ly 26 9.30 1625 382 2007 i 9!U 2353 1971 3978 49.5 38.2 I 73.5 0.81 28.9 75.7 
 120 
 7.75 13.81 92.2 
 36
80 

ヘ
ノ 
、 
) 
92
一 
一J
2445 
2ro
fkfL 
rJFD
a
J a
十 5t 335 28 9.38 112抑制 l問 89.2 山 0.9 33.1 77呂
o削}附 :1 8ωοIAur. iih 
¥1. Y i， じ白印ωedlil町吋【出叩孔伽 
1ミ8
叫 A υ  4 4  

ハ12 υ 
0011 

九aked・1閉じcli!lital1.foY. 5 
Hyper， 36 
26 tens 問、 lR.Il: 7.40 9.6;:) 53.5 22.34 i.36 7.97 1800 90 7.0 24.5 Qd QO Q d  n b 
2 894 2796り463.6 
Pulv. 
437 22! 日61 I22Hl 291 2572 91.9 Ei64 .133 73.2 0.89 -¥ H2 2 
じ]) • 
L-156j0.07 / 20十呂田pasil0.2111日>C20 -J Ansol)市白n20 mg x:20 
Ly 121:l i:j84" 97.83.75 17.6225686.9 
98.4 
ρ O  
12.67 63.4 22.88 7.45

1

! Ly i涜淵4 犯 9.3 ¥2μ43 5ωり 羽6 応 訂10 1制4i4羽0: お5.3 107.'1 1山
犯5 お5 293 凶 5 凶60 必54 3 1 
巴 犯侃則98.1 
Q V  QO
乱叫 191 日 28 7.49 
 7り2 21自o 3G6 970 i 130 7.0 14.6 I
265 3.53! 19.69 
 '~129.1
ム l24 ~~ I 
 i 5itt 356 ， 27 9.61 2497 532 3029 88.0 126.9 ]38.7 1.57 117.3 92.4 

'St 477 27 11.88 256!) 749 3~n8 9日 4 130.:> 143.5 1.49 119.4 i 92.9 

Table 17 

に 、 -006 
ハυAV 
9.1 19.0 25 228j88 
、
oarJ
ft
d『 
5t 刷 24 12，03 1則川|出5 川 山削1.15 84.0
i(K-W 1) 

Strophosid 0.15 rng(L L inj.) >< 1 0.2，') m広" 15
十 
184 10 ，281 2456 68.2 2135，7 Ly 889 I 16 14.22 i21り
 5 必 門ハ り- DRUワ o δ  a 
5t 655 20 1:UO 154.1' 1367 2901 80.6 72.5 76.5 0.90 63.4 88.8 (30) 

H.H.T 話出在絞りii[U~V{ 
11

14.36 44.6 7'39 4.80 38.2 17.52 7.35 の 02 117.0 2074 3282 105 1:1.0
43.0 74.9 7自[) 1.16 60.7 81.0 186 
 81 
 25.0Q U  J Q d  
40 
l 
_ 
I 
10 
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Table 18 
V自主 ti1atoryMeasurements BIood Gases Circulatory Factors 
一一玩 γ
No.: D判 長j五百I.C品玩[丙 -J:と瓦 F.RC.IR而 L示日 B五 75ふIι…両二両 -h;ι;ゐ吋一面 Oi-瓦ゐ，-c lP函 2 証ム孟 voι:，瓦正ι凸元山ιpH 1∞omp. ic cαcc) I ο(ο1 φCci町jmin-)工くの): (Ccの) t 〉一(αcο (~，;;占) (φCCの) (θccゆ) 川豆訂1m;' (%令)I予%ら〉五Volピ仁 (σ1)〉到: !仁⑬mm 百ヨ(mmH子Iむ叩/バM乱m仁〉Hgρ、叫 %θ) ICmM/(Voω1 予 (早%) バI主 l仁Vol% 吋):~引Icm~哨}I\(川m'り)1心;η)(υLmin.)Cφcc 日，O)I(φ$柑e抗c.}(ωse目c.)(⑬(%) 1ο ぷ)引è?~μl/mjn.)1〈び
1 1 i l 
οllmin.) C%仁υ 令) I(CC se配c.)'仁 仁)，c.e叫弓明0仁c.)φse配 φse配 c.)CωCCの) 
i 
; (il l i ; ! i
1195 :位。J l
仁由削叫山 同alis 訟耐叫 0.2 x 2 十刊015 X 13 1lv.fo 2it ePu 出向州 k1. U 叫 Ld培叩呂凶 抽叫叩(げTa L一附i _1 il_ 
I 
AIs 
列企 !Ly i叫 
16' 7.29 !1641 叫 81.2
川 149 30.0 I 
山 
80.8 88.8 I 1.331 附 iuml1971Ml913!806im! 川 ::3.0 ! 652' 1訓 前 120!350 
42)
l ii(35 
叶!… 6 1213 I9川 
31 
St '捌 16 7 1641 2878 84.7: 825 I90.4 i1的 75.1 ドI I i I ヤ 即: ! I10017411I91.0 !ー:
i 
• Cedilanid 0.3 m宮 x3+Pulv.foL d刷 a1is(Take必， L日 6)0.1 x 5ト 0.08x 10 ，， Ly i428 I 17; 7.28 13571 .1071 14642 i116.4 !お 15:1244 5816 i 2U i 97.5 : 88.9 0.76 i 90.2 i 92.5' 244 29811U5:922!70j2270J43!740j m21686j234詰 7.35' 4臼 35.2 似1.5 259.4叫 7 105 .0 川
5t 428 I 16 
I 
6.83 
i 
2脱 '2023 4874 
1
122.3 山 6 106.:3 0.87' 109.8 94.0 
• 
• Cedilanid 0.4 m耳目 1十 O.8mgx 2 十 O.6mgx 1十 OAmgx 9十 Theo∞ lin220mg x 11 i 
1.y .334 28 9.35 2435 501' 2936 :自 5.3 2105 1604' 4540 35.3 107.4 1117.4: 1.38 I 98.1 7 初 18.1 42， I 91.3 I 265 
日itti蹴 27i961i2497! 悶 126.93029I 88.0 I 1138.7 i 1.57 I 117.3 
7217MJMl
}く 56)I 92.4 I 

St 477 27 12.88: 2029 1289 !3318 i 96.4 : 131.3 '143.5 I 1.49 I 118.4 I 90.2 I 

UAMLm I i ! i I 
q dつ
J 
1 3.49 i 20.0 
I 4岳 2I 15.36 
十|十卜加， 十削ぺ i 
Pulv、 foLdi日 ita1is(Takeda， 1.-156) 0.15 x 11 
Ly 533 18 1937 57.7 加附 l 似 4.9i 436 !237:3， 1020 捌 '29幻7 削 川 1.56! 9 的削日 釘9.59 5 9ω0.3 89.1' .1 39 17 71.8 1.37 I 6.22 ! 105 1320.68 12.07.4 86: 23.57 9.6 4.6 21‘
リ 
1H J. 14 I 6.20 則前!叫 66.2 1546 I I7.4 !2130;7361 訓1 
(42)St 533 17 I 9.06 i
1943: 944 : 
2687 I 65.4 116.2 '98.5 1.51: 107.ユ1 I 92.2 
.PuJv令 fol. digitalis仁Takeda，Ir156) 0.07 x 8 
Ly :760 13 9.98 I2020! 618 2638 63.9 1558 94.0 '3578: 26.3 92.7 78.6 I 1.23 I 82.7 89.2 : 2718.2 .1 130 9.0 15.3' 57.107.3824.77 .1 11.5.! 587.4:3119.70: 
2目。 94.45t I784 ; 13 I 10.19 !1996; 832 
: 
2828: 
I 
68.5 l04.6 88.7 : 1.29 i (45) 
f I 
• 5tropbosid札 2mgx 6十 Theocolin200mg x 4.十 400mgx 2 

Ly i3:J9 I 24 5.73 550; 167 717 23.1:日 :34!1167 11884 70.8:ωi 20.2 
: 0.87 I 8.56 59.9 

i 26.96 I 59 7.38 9.22 59.2 27.04' 7.36 5.12 3.9 47.4 1560 I 3474 150 16.0 21.1 I 13 8.0 11.6 6 
Sitt I287 25 7.18 削州;日 75 34.7 16.7 
; 23.6; 0.68: ~.53 57.1 

5trophosid fl.2m宮 x4十 Theocolin400mg x 4十 PuJv.foL digitaJis (Takeda，1.-156) 0.2 x 2十 Theoharn3.0 x 6 

Ly 1317 I 18 :日 1!問 l叩， 1200 38.9! 1642 : 1100 :剖 O! 48.0 制 i2自 4. 0.76， 15.l川 l
 66 7.40' 8.58 60.6 30.08 7.33 5.01 ι5 80.0; 1400 2820 110 10.1 17.5 10 4.5 I・10.0 22 
Sitt I220 : 
20 4.40. 1001! 977 :1978: 63.8 ! I 36.2 I 51.2 '0.80 31.8 88.0 

: 
.Pulv. foL digi阻 lis(Takeda. 1.-156) 0.15 x 4 ← 0.12 x 7
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Fig. 5 Vital Capacity 

tC C) 門15門SL 門S 1-I.c.D.CImoFO関. A.l.C.hSflIu，.fi~ C乏O嗣RpMiEy同 A正t刷+hphby A5t+，E'!附 L4Jhyfιvori-dZ回If-500{ 10 
@ 
@ 。。 。 。 
• <b .t.pO[t @ 一口つ I'l。ー ーーーー』ー一 日 世ー .--@ -一ー忙な~__i~_ー 。 1 lこ.ーー ーー
8 A 
。 。
• 
ドー孟
トー圃 tに3 • I: 。 。ム ，)i 11トる 0. ~ 甘一〉唖く~ .ー凸X A A 
心λ ρx 
iヌ孟 
@ 
• :o p 
。ド 
." 。 
• 
@ 
-1Il- 。『司 ド園田 t--o-LC; 。ー • 。 。 
-6 0-- 0--。
旬 2・どユ
ー 一-. 一.1'、ー。 。 る!。 企ー， σー  。ー、←?.Sー 3000 。 。 1&-・ーー • o 1 出.同 ~ gA 。 A 2000 0: t;畠 ~ 。。 。:Jl 8 A A ei 
50 主 XA A 
主五 iS互!OOO s 
• 
40uO 
い。
。9.ー -ー，-抽白 ー 『ーー 
ーー 長一
わ
3000 やー‘ 10-- -ー/}_t--ー。
..，J 
-体・rJ:tJl)'・ゎド。 鼻 ドー・ .I-1• hョ 。、200白。 ら∞円 。 内説d 1 0叫泌 ム 
htIbι「話。語in Iト~ ~ d 白 jo 書 白るtJ" 孟 u 弘ー ムムX 1000 L 丘~会令よエ 追 及 ムメ I I I I ， I I I I I I..L 
BeAf Bε J¥fBcAf BeAf Be Af BeAf BcAf BcAt Bc AfBe AfBe AfBe Af 
聴取例は，いちじるしいf底値を示すものが多いが，
薬物使用後，有効例では，心疾患，肺疾患とも，す
ベて増加の傾向を示す。 
V. C.;% (図のふ肺活量と同じ傾向をみる。
6) 最大換気量(図 7) 
心疾患，肺疾患とも，はるかにf底値を示すが，薬
物使用後，有効例では，増加の傾向を示 L，心冠不
心房細動，気管校日出息の各群では，尋常1.，A.全，
値範囲内にスるものもある。ラ音聴取例は， すべ 
て，いちじる Lいf底値を示す。
M.B.G.% (図 8)，各疾患とも，平均値は，尋
常値より低いが， とくに，心性気管校痘肇， およ
び，肺性心群では，いちじるしい。薬物使用前軽症
例では，各疾患を通じて，尋常範圏内に入るものが 
多い。薬物使用後の傾向は，最大換気量と同じであ
る。
7) 気速指数(図 9) • 
立{立では， Msi，A.1.， 心房細動，および，甲状
腺機能尤進症の各群が， 1.0より大きいが， 臥怜で
は， 心房細動，および， 甲状腺機能充進症群が，
v1.0より高値を示す。 他の疾患では， 1.0より小さい
が，とくに，心性気管枝痘筆，肺性心，肺気腫，お
間
以
附 
u 
よび，気管枝H品息群では，平均値がいちじるしく低
し、。ラ音聴取の有無、には，ー定の傾向がない。
8) 換気予備率(図 10) 
尋常値は，臥f~L ， 立位とも， 93%より大きい。 
70%以下では，高度の呼吸困難をおこすといわれて
いる (Segal<26つ。全疾患を通じて，平均値は 93%
より小さい。とくに，心性気管枝痘撃，および，肺
性心群では，いちじるじいf底値を示し，立位では，
70%以下になってしお。全疾患を通じて， 70%以
下を示すものは，すべて重症で， しかも，ラ音聴取 
例である。薬物使用後，有効例では，すべて増加
し，立{立では，尋常値内にスるものもある。
の O2消費量，および， O2当量 C図 11)
O2消費量の尋常値は， 190----220cc/minで，平
均値は， 200cc/minである。図は，臥位の測定値
である。 MSi，Msi，心冠不全，肺気腫群では，平 
均値が，尋常範圏内にあるが，他の疾患では，平均
A.，H. C. D.値は，尋常備より高い。とくに， 1.， 
{;性気管枝痘寧，聞i性心，甲状腺機能尤進症の各群
では，高値幸子示す。各疾患を通じて，重症例，およ 
び，ラ音聴取例では，高値を示し，薬物便用後，有
効例は，減少の傾向を示す。
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Fig. 6 一一一一 V. C . x 100%Predict. V. C. (Baldwin) " -~~/" 
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Fig. 10 Breathing Reserve Ratio 
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率増加のために，換気量が増すが， これと平行し (k-tli鈎SU掴 R 
て， O2消費量も増すので，O2当量は，尋常値を示 <eC-i 
340 
すとされている。たどし，わたくしの 5例中，心不
全の合併のないのは 1例 (No. 47)だけであり，こ
の例では， O2当量は 2.851で，尋常値を示すが，
他の 4例は，心不全を合併しているため，高値を示
すと思われる。
図12は， O2消費量と O2当量との関係を， 心疾
患について示したものである。矢印は，薬物使用前
後の方向を示す。点線で固まれた範囲は，尋常値で
ある。有効例では，重症，軽症とも，使用後，尋常
値へ向って動くが，不安，または，増思例では，反
対の方尚に動くものが多い。 
10) 残気量(図 13) 
40才までは，尋常値が 1100-1300 ccで，平均値
は 1200 ccであるが， 40才以上では， 健常例でも， 
1300-1400 ccを示すものが多くなる。心冠不全， ・ 40 50 60 70 8if1.) 
32 
30 
畠80 
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O 2当量は，100 ccの O 2を消費するために換気 肺性心，肺気腫の各群では，平均値が尋常値のやく
される空気の量を示し尋常値は，2.0-3.01であ 2倍の高値を示す。他の疾患では，平均値が，尋常
る。各疾患とも，平均値は，尋常範囲より大きい 範囲内，または，これに近い値を示すが，ラ音聴取
が， とくに， Msi，心冠不全， A.1.，心房細動，肺
Fig. 12 Relation between O 2・Consumption 
気腫の各群で大きい。甲状腺機能充進症では，代謝 and O2・Equivalent
Fig. 13 Residual Volume 
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例では， ft値を示すものが多い。有効仰では，薬物
使用前に高値を示すものは，使用後に減り， i底値の
ものは増して，ー尋常値内に入るものが多い。 
11) 残気率(図 14)
尋常値は， 20-40%で，平均値は， 26%である。
各疾患の平均値は，すべて， 26%より大きい。 40%
より大きいのは， Msi，MSi，H. C. D.，心冠不全，
心性気管校痘肇，心房細動，肺性心，肺気腫群であ
る。甲状腺機能充進症群は， 41.1%である。ラ音聴
取例では，残気量がf底値を示すものが多かったのに，
残気率は，むしろ， 高値を示すものが多し、。これ
は，肺活量の減りによる，全肺容量の減少のためと
思われる。薬物使用後，有効列は尋常値に向って波
る。 MIs，心房制動，気管校哨息，および，甲状腺機
能允進症の各群には， 20%以下となるものもある。 
12) 動・静脈血 O2飽和度(図 15)
動脈血 O2飽和度は，尋常値は 95-100%であ
る。平均値が 90%以下のものは， MSi，心冠不全，
心房細動，および，肺性心群である。肺気臆，およ
び，甲状膿機能充進症群は， 90%であった。重症例，
および，胸部ラ音聴取例では，各疾患とも，低値を
示し，薬物使用後，有効例は，すべて増加するσ
静脈血 O2飽和度は，尋常値が 65ー 78%である。 
H.C.D.，および，甲状腺機能允進症群の平均値が，
尋常値範囲にあるほかは，すべて，低値を示し，と
くに， MIs，心冠不全，心房細動，肺性心，および，
肺気腫群で，いちじるしい。薬物使用後は，有効例
は，やはり，尋常値の方向へ向って増加している。
ラ音聴取例では， 35-65%の聞に多<，ラ音を聴取
しない例との差は，動脈血ほど，明らかでなし、。 
13) 動・静脈血 O2較差(図 16) 
H.-C.D.，および，甲状腺機能允進症群では，平均
値が， 5.0Vol% (尋常平均値〉より低いが，他はす
A.，心冠不全，MIsより高く，5.0Vol%ベて， 1.， 
心房細動，肺性心，および，肺気腫群では， 6.0Vol% 
より高値である。 
14) 動脈血 O2張力(図 17)
尋常値は， 90-100mmHg，平均値 95mmHgで
ある。各疾患群とも，すべて，尋常値にくらべて，
その平均値はf'-、。ことに， MSi，心冠不全，心性
気管1交痘寧，間i性心，肺気腫群では， この傾向が大
きし、。各疾患とも， ラ音聴取例が侭値を示し， 76 
い 一 …  % ×1B4 AU n uFig. 14 
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Fig. 17 Arterial O 2・tension
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mmHg以下である。有効例では，薬物使用後増加l 心性気管枝痘撃 23.4ぺ肺性心 28.8ペ肺気腫 22.0"，
して，尋常値をこえるものもある。
15) 動脈血 COz張力(図 18) 
尋常値は 40-42mmHgで，平均値は 41mmHg
である。 MSi，心性気管枝痘肇，肺性心，肺気腫の
各群では， その平均値が， 尋常値より高し、。 MIs，
心冠不全，甲状腺機能充進症の各群では， {f値を示 
す。ラ音聴取例には，高値を示すもの，低値を示す 
もの，および，尋常値を示すものがあって，一定の
傾向がなく，軽症のものでも，尋常値以上に高いも
のもある。薬物使用後，有効例では，高いものは減
り，低いものは増して，尋常値に近づく。 
16) 循環時間(表2-12) 
Ether時間を，各疾患別平均値でみると， Msi 
13.3ぺ MSi11.7ぺ MIs13.6"，心冠不全 10.9//， 
H. C. D. 9.5/，A.'1.14.5ぺ心性気管枝痘肇 13.0ぺ
肺性心 16.2ペ肺気腫 13.8ペ甲状腺機能尤進症 9.0"
であり， H.C.D.，および，甲状腺機能允進症群が，
尋常値(平均 7.1つに近い値を示すが，他の疾患群
では，尋常値のやく 2倍の大きさを示し，肺性心で
は，いちじるしく大きい。 
Decholin時間は， Msi 25.1ペ MSi21.2/1， MIs 
31.5ぺ心冠不全 21.5/1， H. C. D. 29.6/1， A. 1.26.0ぺ
および，甲状腺機能充進症 16.6//であり，MIs，H. 
以25.0'"，および，肺性心群が，Msi1.，A.，C. D.
上である。甲状腺機能尤進症は，尋常値に近い。
心疾患における，循環時間と肺容量との関係
(i) 循環時間と V.C.% (図 19)
Ether時間 10グ(尋常値上界)， Decholin時間
18'" (尋常値上界)， v.C.%の 80%(尋常値下界〉
の時点に，図のごとく，縦，および，横の線をひいて 
4つの象限にわける。使用前，重症例は第工象限に
多いが，使用後，有効例は第E象限の方向(矢印の
方向〕に向って動くものが多い。不安，または，増
悪例の移動方向は，いろいろである。軽症， およ
び，中等症例は，使用前，第 r，および，第百象
限に多い。、使用後の~動は，重症例と同じ傾向を示
す。 Decholin時間も， Ether時間と同じ傾向を
示す。
(ii)循環時間と M. B.C. % (図 20) 
Ether時間 10ペ Decholin時間 18/1 の時点に，
横線を引き， M.B.C.%の 80%(尋常下界〉の時
点に，縦線を号[¥，、て， 4つの象限にわける。 Ether
時間では， 重症は， 使用前第 I象限に多く，使用
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Fig. 18 Arterial CO2・tension 
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後，有効例は第 m象限の方向に動くものが多い。 では，これと逆の方向，または， 531]の方向に動くも
不安，または，増悪例では，これと逆の方向，また のが多い。 Decholin時間にも，同じ傾向をみる。 
は，別の方向に動くものが多いο軽症，および， r:j1 (iii)循環時間とR.V. % (図 21) 
等症は，使用前， 第 IT，I¥T象限に多い。使用後， Ether時間 10ペ Decholin時間 18ペ残気率40
有効例は，第 II象限の方向へ動〈。不安， 増悪例 %(尋常土界〉の時点に，縦横の線を引くと，重症
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Fig. 20 Relation between Circulation time and M. B.C. % 
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ωu} Etl.et (.5町 ) Deef.o{in 
ョrー
は，第 1，IV象限で， R.V.が 35-40%の範囲に い。すなわち，循環時間は尋常化しでも，なお， O2 
多い。使用後，有効例は，第 n，班象限で， R.V. 当量は，わず刀、に，尋常値を上まわることが多い。 
35-40%の範囲内に動く。軽，中等症は，使用前第 不変，または，増悪例では，逆の方向に動く。軽， 
1象限に多く， 使用後，有効例は第 E象限に向つ 中等症例は，第 IV，とくに，第 E象限に多い。使
て動く。不安例は， 逆の方向に動くものが多い。 用後，有効列は， 第 E象限に入るものが多い。不 
Decholin時間も，同じ傾向を示す。不安例の移動 斐例は，第 E象限にとどまるか，または，第百象
範囲は小さい。 I浪に向って動く。 Decholin時潤についても，まつ 
(iv) 循環時間と O2当量(図 22) たく，同じ傾向をみる。
 
Ether時間 10ぺ Decholin時間 18ぺO 2当量 a. ラ音聴取例
 
3.01 (尋常上界〉の時点に，縦横の線を号|し、て， 4 以土のよう VC， ラ音聴取例には， 各疾患を通じ
つの象限にわける。 Ether時間では， 重症例は， て，一つの傾向があると思われる。すなわち，呼吸
第 W象限に多く，薬物使用後，有効仰は，第 E象 数，分時換気量は，他群の上界をこえるが， 1.C.， 
限の方向に動いて，.第m象限の中に入るものが多 E. R.V.; V. C" M. B. C.，などは，いちじるしく
'剛田・--回・・・ 
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Fig. 22 Relation between Cinculation time and O2・Equivalent 
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減ってし、る。これらの肺容量，換気量，および，血 Fig. 23 Relation between 
液ガス諸量については，すでに，そのつど，各項で Minute Vol.and V.C. % (a) 
述べた。 Venous Press. and V. C. %くb) 
b. 分時送血量と肺容量，換気量 a 
Wezler法を改良した教室の方法で，経過を追っ
て求めた分時送血量 (M.V.)と， 肺容量，換気量
との相関をみた，すべて臥位の測定値である。 
(1) M. V.と V.C. %(図 23-a) 
M. V. 4.2Ifmin.(尋常下界〉および，7.0lfmin 
(尋常上界〉で横線， V.C.は80%(尋常下界〉で
縦線をヨI¥，、て， 6つの象限にわけた。重症は，第 1，
lIT象!患に多く，薬物使用後， 有効例は第E象限に
移動するが， 第 V象限に入るものは少なし、。すな
わち， M.V.が尋常化しでも， V.C.はなお，尋常
値より小さいことを示すο軽，中等症は，、第n，百
象限に多く， 使用後は，有効例では第 V象限内に
入るものが多い。不安例は，移動範囲が小さく，逆
方向に移動するものも多い。
く2) M. V. と M.B.C. % く図 24--a) 
M. V. 4.2Ifmin.，および， 7.0lfminで横線，、 
M. B. C. 80%く尋常下界〉で縦線を51¥，、て， 6象限
に分けると，重症は，第 1，n，m象限に多く，薬
物使用後， 有効例は， 第 V，II象限に移動する。
不安，および，増悪例は，逆の方向に動くものが多
し、。甲状腺機能允進症例では， M.B.C.の増しとと
もに， M.V.も増して，121/minとなった。薬物 
w 
比以・ 
100 IZO 1.' 
w 
E 
b 
使用前における軽，中等症例は，第 1，とくに，第
宜象限に多し、。使用後，有効例は，第 V象限に移
動することが多く，不安例の移動範囲は小さく，使
12 
《 
。 口
hu 千葉医学会雑誌 第 34巻 
Fig. 24 Relation between Fig. 25 Relation between 
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用後も，もとの象限にとどまることが多い。移動方
向は，有効例と逆，または，別の方向のものが多
い。すなわち，重症では，有効例の M.V.は尋常
化しでも， M.B.C.は，なお，尋常値より低いが，
軽， 中等症では， M.V.とともに， M.B.C.も尋
常化の傾向を示す。 
(3) M. V. と R.V. %(図 25-a) 
M. V. 4.2，および， 7.01Imin，R.V. 40% (尋
常上界〉の時間に縦横の線を号|し、て， 6象限にわけ
ると，薬物使用前における重症例は，第 1，IV，お
よび，目象限に多く，使用後，有効例は，第 E象
限に移動するものが多い。 M.V.が 121lminに増 
Ltc.例は， 甲状腺機能充進症である。軽， 中等症
は，各象限に散布するが，使用後，有効例は，第 V，
とくに，第 E 象i現に移動するものが多く，不安例
は，逆の方向に動くものが多い。 
(4) M. V. と O2・Eq.(図 26) 
M. V. 4.2，および， 7.0 1lmin，O2・Eq.3.01(尋
常上界〉の時点に，縦横の線を号|し、て， 6象限にわ
けると，重症は，第 1，li，VI象限に多く，薬物使
用後，有効例は，第百象限に移動するものが多い。
不安，および，増悪例は，逆，または，他の方向に 
百2~ .lI /.f守、。
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Fig. 26 Relation between Minute 
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移動するものが多く，第 E 象限にあづた 2例は，
第 IV，および，第 V 象限に移動した。軽，中等症
は，使用自i}，第 1，VI象限に多く，使用後有効例
は，第 E 象限に移動し，第 E 象限にあった不安 
2例は，第 1，および，第百象限へ移動した。他
の象限にあった不安例も，有効例とは， 逆， また
は，別の方向に動〈ことが多い。 
C. 静脈圧 (V.P.)と肺容量，換気量 
(1) V. P. と V.C. %(図23-b) 
V. P. 100 mmH20 (尋常上界)， V. C. 80%の時
点に，図のように，縦横の線をelし、て， 4象限にわけ
第 3号 川辺: 心・肺疾患の呼吸機能の研究，とくに循環動態との相関 -817ー
ると，重症は第工象限に多いが，薬物使用後，有効
例は，第 I，m象限に移動する。軽， 中等症は，
第 1，IV象限に多いが，使用後，有効例は，第 I，
および，第 E 象|浪に移動するの不安例は，もとの
象限にとどまるものが多い。 
(2) V. P.と M.B. C. %(図 24-b) 
V. P. 100 mmH20， M. B. C、.80%(尋常下界〕
の時点で， 4象限にわけると，重症は，第 I象|浪に
多いが，有効列は，薬物使用後，第 I，および，第 
R 象限に移動する。不安，または，増悪例は，第
工象限にとどまることが多く， また，第 E 象|浪か
ら第 I象限に移動することもある。軽，中等症は，
第 1，および，第 IV象限に多いが，薬物使用後は，
第孔とくに，第 m象限に移動する。不安例は，
移動範囲が小さく， もとの象限にとどまるか，移動
しでも，有効例と，逆，または，別の方向をとるこ
とが多い。すなわち， 薬物有効例でも，重症は， 
V. P.の尋常化にもかかわらず， M. B.C.は，尋
常値より低値にとどまることが多<，軽，中等症で
は， V.P.と M.B.C.の尋常化傾向が，ほど，平
行する。 
(3) V. P.と R. V~ %(図 25-b) 
V. P. 100 mmH20，R.V. 40% (尋常上界〉に，
それぞれ，縦横の線を51し、て， 4象限にわけると，
重症は，第 1，とくに，第 IV象限に多いが，有効
例は，使用後，第工象限，と〈に，第 E象限に移
動する。不安，または，増悪例は，もとの象限にと
どまるか，移動しでも，第工， IV象限である。軒，
中等症も，第 1，および，第百象限に多いが，薬
物使用後，有効例は，第 E 象限に移動する。不安
例では，少数が第 E 象限に移動する。たどし，多
数は，第工， IV象限にとどまる。 
(4) V. P. と O2・Eq.(図 27) 
V. P. 100 mmH20，O2・Eq. 3.01の時点で， 図
のように， 4象限にわけると，重症は，第百象限
に多い。薬物使用後，有効例は，第 IV象限にとど
まるか，移動しでも，第工象限内である。不安，
または，増悪例は，有効例と，逆，または，別の方
向に動くが，第百象限から出るものはない。軽，
中等症は，第 1，と〈に，第 IV象限に多<，薬物
使用後，有効例は，第 1，とくに，第 E 象限に移
動することが多い。不安，または，増悪例は，第 IV
象限にとどまるか，移動しでも，第工，または，
第 E 象限で，第 E 象限に入るものはない。
すなわち， (1)，(2)，(3)，(4)とも，共通の傾向 
Fig. 27 Relation between Venous 

Press. and O2・Equivalent
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をみた。有効例でも，重症では， V. P.が尋常化し
ても，肺容量，換気量は，なお，尋常値より低値に
とどまることが多い。軽，t等症は， V. P と肺容
量，換気量の尋常化が平行する。不安，または，増
悪例では，逆，または，別の方向に移動することが
多い。 
d. 換気予備率(B.R. R.)と 2，3の因子との
相関 
(1) B. R. R.と「し、きこらえ J時間〔図 28)
軽い吸気位で停止した「し、きこらえJ時間との相
関をみた。 B.R. R.が， 70%以下では，高度の呼
吸困難をおこすといわれる (Pro"ctor，Segalく26つ。
しかし，わたくしの例では， 70%以下が，軽，中等
症に 2例，重症に 5例であり，薬物使用後，有効例
では，すベで， 70%以上となり，増悪例では， 70% 
以下が 2例あった。「し、きこらえJ時間は，すべて， 
Fig. 28 Relation' between BreathHolding 

Time and BreathingReserve Ratio 

in Heart Disease 
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Fig. 29 Relation between Civculation time and Breathing Reserve Ratio 
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40グ以下であり，有効例では， B. R. R.の増しとと
もに， 増す傾向をみた。不安， または， 増悪例で
は，逆の傾向を示す。 
(2) B.R.R.と循環時間(図 29) 
(i) B.R.R.と Ether時間 
B. R.R. 90% (尋常下界)， Ether時間 10'"(尋
常上界〉の時点で， 4象限にわけると，重症は，甲
一状腺機能充進症の 1例を除くと，すべて，第 I象
|現にあり，薬物使用後，有効例は，第 E 象限へ移
動することが多<，第 TI象限にはいるものは 1例
あった。不安，または，増悪例は，第 I象限内で，
有効列と逆，または，別の方向に移動する。第 I象
限から，第百象限にはいるものが 1例ある。軽，
中等症は，第 1，JI， lV象限に多く，使用後，有
効列は，第 JI，とくに，第 E 象l現に移動する。不
安例は，移動範囲が小さく， 有効例と， 逆， また
は，別の方向に動く。第 E 象限から，第百象l患
に出るものはあるが，第 TI象限にはいるものはな
し、。 
(ii) B. R. R.と Decholin時間 
(i)と同じ傾向をみる。 
(3) B.R. R.と M.V. (図 30) 
B. R.R. 90%，M. V. 4.21/min，および， 7.0 
l/minの時点で縦横の線を引き， 6象限にわける
と，重症例は，第班象限に多し、。薬物使用後，有
効例は，第 1，とくに，第 E 象限に移動する。第 
V 象限に入るものはない。不安， または，増悪例
は，これと逆，または，別の方向に動く。軽，中等
症は，第 JI，および， m象限に多い。薬物使用後，
有効例は，第 V 象!現に移動する。不安例は，第 E 
Decl.olitl 
(S"eC.) 
40. 
工¥ 
30 
16 
立 耳 
40 60 60 10 80 
90寸380.R{χ52). 
Fig. 30 Minute Vol.and Breathing 
Reserve Ratio 
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象限の中を小さく動くか，有効例と逆の方向に動
く。 
(4) B. R. R.と V.P.(図 31) 
B.R. R. 90%，V. P. 100 mmH20の時点で，
図のように， 4象限にわける。重症は，第 I象限に
ある。有効例は，薬物使用後，第百象限の方向に
動いて，第 I象限にとどまるか，または，第 E象
|現にはし、り，第 E 象限へはし、るものはない。軽，
中等症は，第 I象限，とくに，第 E象限に多く，
使用後，有効例は，第 IT，および，第 E 象限には
しる，不安例は，逆，または，別の方向に動く。
。 。
E 
40 GO 60 
第 3号 川辺: 心・肺疾患の呼吸機能の研究，とくに循環動態との相関 
Fig. 31 Breathing Reserve Ratio and 象限の中にはいるものが 4例あるが，第百象限に 
Venous Press. はし、るものは，わずかに， 1例である。不安，また
は，増一思例には，両値とも，低いものが多く，逆，
は，すべて，第 E 象限にある。重症にくらべて，
1，および，第 E 象限に移動し，第百象限にはい
るものが 5 例ある。不~例では，第m:象限の 2 例，
および，第工象限の 1例が，薬物使用後，いずれ
も，第 E象限にはいった。
以上， 5つの循環因子と B.R. R.の相関から，
R.は尋常値より砥値にとどまることが多い。軽，
中等症では，循環因子と B. R.R.の尋常化とが，
平行する。不安，および，増悪例は，有効例と逆，
または，別の方向に動くことが多い。 
3. 体位変換による肺容量，換気量の変化 
a. 立位の測定値と臥位の測定値との比 St/Ly，
お'よび， 坐{立の測定値と臥1立の測定値との比 
Reserve Ratio and Art. O2・Saturation (1) 一回換気量 
a a n  AsuhB (i) St/Ly (図 33):尋常値は 0.9~ 1. 2 である。
または，別の方向に動くものがある。軽，中等症で
2 E 1は， 例が第 象限， 例が第工象限にあるほか
両値とも，高いものが多い。使用後，有効例は，第 
つぎの共通点をみた。薬物有効例のうち，重症で
は，循環因子の尋常化するにもか わらず， B. R. L	
Sitt/LyFig. 32 Relation between Breathing 
司 也 、 . ，均 i
{脚
例は，尋常の上限をこえることが多い。尋常下限よ
疾患による差異はないが，重症，および，ラ音聴取
り低値を示すのは，ほとんど，軽，中等症である。
尋常値外にあるラ音聴取例も，薬物使用後，有効例
は尋常値内へはし、るものが多い。
くii) Sitt/Ly (図 34):尋常値は 0.8~ 1.2。ラ音
聴取例は，すべて， 1.0より大である。薬物使用後，
有効例は， 1.0以下になる。 
(2) 呼吸数 
(i) St/Ly (図 35):尋常値は 0.88~ 1. 16。各疾
患を通じて，	 重症， および，ラ音聴取例は， 1.0よ
り大きいものが多く，尋常下限より低いものはな
い。薬物使用後，有効例は，下降する。不安，およ
E 	 : Jl[ 
び，増悪例は，使用後も，高値をたもつ。
60骨 
40 50 60 70 制 90E8o似.R)R. 
くii) Sitt/Ly (図 36):尋常値は 0.95~ 1. 13 であ
る。ラ音聴取例は， 1.0よりはるかに低値を示す。
(5) B. R. R.と A02・Sat.(図 32) すなわち， (i)， (ii)より， ラ音聴耳元例は， 呼吸 
頂に大)1数が，坐位でもっとも小さく，臥{立，立位の'(尋常下界〉の時95%Sat.2・A0，90%B. R. R. 
点で，図のように， 4象限にわけると，重症は，す きくなる。 
べて，第 E象限仁あるο 薬物使用後，有効例は， (3) 分時換気量
第lV象|虫の方向に，第 E象|裂のなかを動き，第工 くり St/Ly (図 37):尋常値は， 0.9--"1.20 1=1=状
-820- 千葉医学会雑誌 第 34巻 
Fig. 33 Tidal Volume (StjLy) 
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Fig. 34 Tidal Vol.くSittjLy) 
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腺機能充進症，および，心房細動群のほかは，ラ音 聴取例では， 1.0より大きいものが多いが，薬物使
聴取例は，すべて， 1.0より大きく，尋常上限をこ 用後，有効例は，波り，尋常値内にはし、るか，近づ
えるものも多し、。薬物使用後，有効例は，尋常範囲 〈。不安例の斐動範囲は小さい。軽，中等症は，ほ
内にはいるο不斐例の斐動範囲は小さし、。 とんどが， 1.0より低値を示す。薬物使用後， 不安 
(ii) SittjLy (図 38):尋常値は， 1.0--1.20 (i) 例では， 1.0より犬きくなるものがある。肺気腫，
と同じ傾向をみるが，比の値は， (i)より小さい。 および，気管枝哨息群は，すべて，尋常範囲内にあ
すなわち， (i)， (ii)より，ラ音聴取例では，分 る。
時換気量が，立{立，坐{立，臥位のJI慣に小さくなる。(ii) SittjLy (図 40):尋常値は，0.82---1.0 (i) 
(4) 深吸気量 と同じ傾向をみる。 
(i) StjLy (図 39):尋常値は， O.73~1.0。ラ音 (5) 呼気予備量(呼予量〉
0 
1 
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Fig. 35 Respiratory Rate (StjLy) 
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Fig. 36. Respiratory Rate (SittjLy) 
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(i)St/Ly (図 41):尋常値は， 1.0--2.5。薬物使
用前，気管枝鴨息の 1例を除けば，すべて， 1.0よ
り大きいといえる。ラ音聴取例は他の例より低値を
示す。軽，中等症は，尋常値範囲内で，高値を示ず
ととが多し、。以上は，深吸気量と逆傾向にある。
(ii) Sitt/Ly C図42):尋常値は， 1.0~2.00 (り
と同じ傾向をみる。愛動の範聞も， (i)と大差がな
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u 
音聴取例，および，重症例は，尋常値より高値を示
すことが多い。軽，中等症では，尋常値内にあるも
のが多く，尋常下限より低値を示すものは，数例で
ある。薬物使用後，有効例では下降して， 1.0に近
づく。肺気腫では，ほとんどが，尋常範囲内にある 
が，ラ音聴取の 1例は，心疾患と同じ傾向をとっ
た。
い 。(ii)SittjLy (図 44):尋常値は， 1.0--1.10 (i) 
(6) 肺活量 と同じ傾向であるが，~動範囲は， (i)よりも小さ 
(i) St/Ly (図43):尋常値は， 0.98--1.15。ラ い。
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Fig. 37 Resp. Minute Volume (StjLy) 
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Fig. 38 Resp. Minute Volume (SittjLy) 
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(7) 最大換気量 (ii) SittjLy (図 46):尋常値は， 1.0~1.15o (i) 
(i) St/Ly (図 45):尋常値は， 1.0~1.15。重 と同じ傾向をみるが，ラ音聴取例の高値をとる傾向
症，および，ラ音聴取例では，高値をとるものが多 は，さらに，はっきりする。
いが，薬物使用後，有効例は，尋常範囲内へ下降す (8) 換気予備率
る。軽， 中等症では， 尋常範囲内にあるか， また (i) St/Ly (図 47):尋常値は， 0.95--1.09。心
は，少し上まわる。有効例では，薬物使用後，下降 疾患では，薬物使用前値が， 1.0より大きいが，
して尋常値内にはいるが，不安例の安動範明は小さ 肺性心，肺気腫，気管伎哨息の各群では， 1.0より
い。肺気腫群では，ほとんどが，尋常範囲内にある 小さし、ものが多い。重症， および， ラ音聴取例で
が，ラ音聴取の 1例は高値を示し，使用後，心疾患 は，高値を示すものが多い。薬物使用後，有効例で
と同じ傾向をとった。 は下降して，尋常範囲内にはいる。重症，および，
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Fig. 39 Inspiratory Capacity CSt/Ly) 
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Fig. 40 Inspiratory Capacity CSitt/Ly) 
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軽，中等症とも，不安，および，増悪例では，薬物 b. 深吸気量と呼気予備量との比
使用前値と安らないか，または，少し高くなる。最 (1)臥位(図 49):尋常値は， 1.8~4ん各疾患
大換気量に比して，薬物使用後， 1.0より小さくな とも， 1.0より大きし、。薬物使用前，重症で， ラ音
る例が， とくに，有効例でみられる。肺気腫，およ をきくものは，尋常値下限，または，尋常値以下の
び，気管枝晴息群でも， 心疾患と同じ傾向にある ものに多い。使用後，有効例は，尋常値上限，また
が，尋常範囲内の斐動である。 は，これをこえて増加することが多い。すなわち，
(ii) Sitt/Ly (図 48):尋常値は， 0.98~1.05o 呼予量の増しに比して，深吸気量の増しが，大き
(i)と同じ傾向を示す。 し、。不安例では，使用後，少し減る傾向がある。こ
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Fig. 41 Expiratory Reserve Volume (StjLy) 
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Fig. 42 Expiratory Reserve Volume (SittjLy) 
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の傾向は，心性気管枝痘箪，肺性心，および¥肺気
腫群で，明らかである。軽，中等症でも，不安例で
は，己の傾向をとるものが多い。たどし，有効例に
は，一定の傾向がない。
(2) 坐位(図 50):尋常値は， 0.95--2.5。臥位と
同じ傾向をみるが，~動範囲は小さく， 0以下のも
のもある。 
(3)立位(図 51):尋常値は， 0.95--2.5。斐動の 
範囲は， 臥位より小さいが， その傾向は同じであ 
る。
4. 心力テーテル検査成績と呼吸機能
心カテ{テノL検査成績と呼吸機能検査成績とをま
とめて表 23に示す。対象は，すべて， 心疾患であ
る。重症例をム，軽・中等症例を0，軽・中等症で， 
検査時胸部ラ音聴取例を③で示す。検査例数は， 15 
である。
a. 肺動脈平均血圧 (PAm)との関係 
(i) PAmと V. c.%(図 52):PAm 40mm 
Hg以上は，重症，および，ラ音聴取例であり，軽・
中等症例は，すべて， 40mmHg以下である。この
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Fig. 43 Vital Capacity (St/Ly) 
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Fig. 44 Vital Capacity (Sitt/Ly) 
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うち， V. C. 80%以上の 3例は，すべて，軽・中等 減っても， PAmの高くならないものが，とくに，
症である。 PAmが 40mmHg以下， V.C.が 80% 重症に多い。 PAmが 40mmHg以上， B.R. R.が
以下の範囲には，重症，および，軽・中等症例が， 90%以下の範囲には，軽・中等症はなく，重症，お
ほぼ， 同数である。 PAmが 20mmHg以下の軽 よび，ラ音聴取例で、あった。 
症 1例では， V.C.が 80%で、あった。 (iv) PAmと R. V. % (図 55): R. V. %が
(ii) PAmと M. B. C. % (図 53): PAmが 尋常値 (40%以下〉でも， PAmが 40mmHg以上
40mmHg，M. B. C.が 80%以上の範囲内にある のものは，すべて，重症，および，ラ音聴取例であ 
2例は，軽・中等症で、あった。 M.B.C.が減って った。R.V. %が 40%以上のものは， PAmが 40
も， PAmの高くないものが多し、。 PAmが 20mm mmHg以下でも，すべて，重症である。 PAmが 
Hg以下の軽症では， M. B.C.が 60%以下の低値 20mmHg以下， R. V. %が 20--40%の尋常範囲
を示した。 内にあるものは，軽症 1例だけで，他の軽・中等症 
(iii) PAmと B. R. R.:C図 54): PAmが 40 は， R. V. %が 40%以下でも， PAmはすべて， 
mmHg以下， B.R. R.が 90%以上の範囲内の 4 20mmHg以上である。
例は， すべて，軽 4中等症で、あった。 B. R. R.が
← 
Table 
l
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(v) PAmと O2・Eq.(図 56):PAmが 20mm 値を示した重症の PAmは，ほぼ，尋常値である。 
Hg以下で，かっ， O2・ Eq. が 2.0~3.0 1の尋常範囲 b. 肺毛細管圧 (P.C. P.)との関係
内にあるものは軽症 1例だけで，他の軽・中等症 (i) P. C. P.と V.C. % (図 58):P. C. P.が
は， PAm が 20~40mmHg で， O2・Eq.が 3.01以 20mmHg以上のものは，中等症 1例 (V.C. 92%) 
上の範囲にある。 PAmが 40mmHg以上， 02・Eq. を除いて，すべて，重症，ないし，ラ音聴取例であ
が 3.01以上の範囲内のものは，すべて，重症，お る。 P.C. P.の増しと， V.C.%の獄りとが，平行
よび，ラ音聴取例で、あった。 している。 P.C. P.が 20mmHg以下で， v.C.が
のり PAm と A02・Sat.(図 57):軽・中等症 80%以上の範囲は，すべて，軽・中等症で、あった。
は， PAmが 40mmHg以下で， A02・Sat.が 90% (ii) P. C. P.と M.B. C. % (図 59):P. C. P. 
前後の範囲に多し、。 A02・Sat.がこの範囲でも， が 20mmHg‘以下で， M.B.C.が 80%以上の範囲
PAmが 40mmHg以上のものは，すべて， 重症， には， 軽症が 1例あっただけで， イ也の軽・中等症
および，ラ音聴取例である。 A02・Sat.が 80%の低 は， P. C. P.が 20mmHg以下で， M. B.C.が 80 
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%以下の範囲に多い。重症で， M.B.C.が 50%以 て，重症である。重症では， P. C. P.と R.V.と
下の低値を示しても， P. C. P.が 20mmHgをこ が， IEの相関を示す。
えないものが 2例あった。他の重症例，ないし，胸 (v) P. C. P.と O2・Eq.(図 62): P. C. P.が
部ラ音聴取例は， P. C. P.が 20mmHg以上で， 20mmHg以下， O 2・Eq.が 2.01以下に，重症が 1 
がEq..2・0以下，20mmHgがP.C. P.例ある。以下の範囲に多い。80%がM. B.C.
(iii) P.C.P.とB.R. R. (図 60):P. C. P.が 3.0"，，4.01の範囲内は，すべて，軽・中等症である。 
20mmHg 以下， B. R. R.が 90%以上の範囲内に P.C.P.が 20mniHg以下でも， O2・Eq.が4.01よ
ある 3例は，いずれも，軽・中等症であった。その り大きいのは，重症 2例，中等症 1例である。 P.C. 
他の傾向は， M. B.C. %と同じである。 P.C. P. P.と O2・Eq.も，だいたい，正の相関を示す。
と B.R. R.は，負の相関を示す。 (vi) P. C. P. と A02・Sat.(図 63): P. C. P.ふ 
(iv) P. C. P.と R.V. % (図 61): R. V.が が 20mmHg以下で， A・O 2・Sat.が 90%以下の， 
40%以下， P. C. F.が 20mmHg以下の範囲は， 重症 2例，中等症 1例を除くと，両者の間に，だい 
5例ともすべて，軽・中等症である。 P.C. P.が たい，負の相関をみる。 P.C. P.が 20mmHg以 
20mmHg以下でも， R. V.が 40%以上は，すべ 上で， A02・Sat.が 92%以下の範囲は，すべて，重
1.2 
1 
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Fig. 45 Maximal Breathing Capacity (StjLy) 
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Fig. 46 M. B. C. (SittjLy) 
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Fig. 47 Breathing Reserve Ratio(StjLy) 
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Fi.g. 48 Breathing Reserve Ratio (SittjLy) 
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症例，およびF ラ音聴取例である。 
C. 全肺脈管抵抗 (T.P. R.)・との関係 
(i) T.P.R. と V.C.% く図 64):T. P. R. が 
500 dynejcm5以下，V.C.が 80%以上の 4例は，
すべて，軽・中等症である。 T.P. R.が 500c1ynej 
cm5以上で，V. C.が 80%以下は，重症例，およ
び，ラ音聴取例である。すなわち 両因子は，負のp
相関を示す。 
(ii) T. P. R.と M.B.C.% (図 65):T. P. R. 
が 500dynejcm5以下で，M. B.C.が 80%J;J，、上の
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2例は， すべて，軽・中等症である。 T.P. R.が 
500 dynejcm5以下でも，M.B.C.が 50%以下の、
ものが，重症 2例，中等症 1例であった。この 3例
を除けば，両因子間に，負の相関をみる。 
(iii) T. P. R. と B.R.R.(図 66): T. P. R. 
が 500dynejcm5以下で，B. R. R.が 90%以上の 
4例は， すべて， 軽・中等症である o T. P. R.が 
500 dynejcm5以上，B. R~ R.が90%以下のもの
は，重症例，および，ラ音聴取例である。 T.P. R. 
が 500dynejcm5以下，B. R. R.が75%以、下の重
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Fig. 50 Inspiratory Ca昭三 ityー (Sitting)
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Fig. 52 Relation between Pulm. Art. Fig.54 Relation between Pulm. Art. Mean 
Mean Press. and V. C. % Press. and Breathing Resev.e Ratio 
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症 1例を除くと，両因子は，負の相関を示す。 
(iv) T. P. R . と R.V.%く図67):T. P. R. 
が 500dyne jcm5以下で，R.V. が 20~40% の範
囲のものは，すべて，軽・中等症である。 T.P. R. 
が， 500 dynejcm5以上で，R. V.が 40%以上のも
のは，霊症例，および，ラ音聴取例である。 R.V.%
" 	 が尋常値でも， T. P. R.が 500dyne jcm
5以上の 
4例は，すべて，重症であった。
くv) T. P. R.と OγEq.(図 68):軽・中等症例 
問 一  
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のほとんどすべてが， T.P. R.が 500dyne jcm5以
下， O2・Eq. が3.0~4.0 1の範囲にある。 O2岳 q;が 
5.0より大きく， T. P. R.が 500dynejcm5以上の
ものは， すべて， 重症， および， ラ音聴取例であ
る。両因子間に，ほぼ，正の相関をみる。 
(vi) T. P. R.と A02・Sat.(図 69):T. P. R. 
が 500dynejcm5以下で，A02・Sat. が 95~台以上の
ものは，軽症 1例である。 T.P. R.が 500dynej 
cm5以とで，A02・Sat.が 93%以下のものは，すべ 
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て，重症例，およびJラ音聴取例である。 T.P. R. 
が 200dynejcm5以下?でも，A02・Sat.が 80%の低
値を示す重症があった。両因子は，だし、たい，負の
相関を示す。 
5. 症例のぬきがき
例 1(No. 24) M. Y. 54才，男性
診断狭心症+代{賞不全性犬動脈弁閉鎖不全症
主訴1)狭心痛， 2)どうき， 3)夜間呼吸困難発作 
5' 
M.B.C.'t. 
76 66 56 40 36 2'0<"/.)， ， 
現病歴 1年ほど前(昭和 31年 2月ころ)，労作
時，胸骨のうしろに，しめつけられるような疹痛発
作が，突然おこり，安静をとると消えた。以後， と 
きどき，心宵部にも，同様の発作があり， Neophy・ 
l1in の注射で軽快。昭和 31年 11月下旬より，夜間
に呼吸困難を感じ， Neophyllinの注射をーうけても g
16 
10 
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病状は一進一退であったので， 12月ス院。
己往歴ゃく 20年前に， j梅毒に擢患。 
入院時所見体格，栄養は中等，血圧 172~42 
mmHg，脈拍は正，分時 120，速脈。 JL、尖拍動は，
左乳線より外方 2横指，第6肋間，拍走E性，大動脈
弁口聴取部に弛期性雑音，心尖に縮期性雑音。胸部 
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に湿性ラ音， とくに，背下剖:に強い。呼吸困難は吸
気の方で強い。肝は，右肋骨弓下線上に， 3横指ふ
れ，や L硬い。下肢，足背に浮腫をみとめ，口居，
手爪に，軽度のチアノーゼ、。血清梅毒反応(十件〉。
静脈圧 172mmHzO，Ether時間 19.0ぺDecholin 
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Sitt/Ly，111.St/Ly慣に大きい。呼吸数は，)1のRelation between Total Pulm; Fig. 68 0.92 
頂に大きし、。分時換気量)1立位の臥{古，坐{立，で，Equivalent・2Resist. and O 
T PI? は， St/Ly 1.17，Sitt/Ly 0.96で，立{立でp もっと
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回目の検査を行った。一回換気量は，薬物使用前値
とあまり安らないが， St/Ly 1.43，Sitt/Ly 1.07で，
立{立の増しが， いちじるしい。呼吸数は， St/Ly 
0.96，Sitt/Ly 0.96で， 臥{立が， もっとも多い。分
時換気量は，各休{立とも減ったが，なお，尋常上界
をこえる。 St/Ly1.42，Sitt/Ly 1.03で， 臥{立が，
もっとも小さくなった。深殴気量は， 3倍に増して，
尋常値内にはいった。 St/Ly 1.05，Sitt/Ly 1.02で，
立{立が，もっとも大きく，臥位が，もっとも小さ〈
なった。呼予量も，各体位とも増したが虫なお，尋
常値のやく 1/20St/Ly 2.5，8，Sitt/Ly 1.07で，立
イ立がもっとも大きく，臥位が， もっとも小さくなっ
た。深吸気量と呼予量の比は，立位では，薬物使用
一前 4.11，使用後 3.43。尋常値は 0.95---2.5ゆえ， 使
用前後とも，深吸気量が，呼予量より，比較的に大
きいことがわかる。坐位では，使用前 2.96，使用後 
4.64 0 尋常値は 0.95~2.5 ゆえ，使用前は，深吸気量
が呼予量に比して，わずかに大きし、。た Yし，使用
後，深吸気量の増しの割りが，呼予量のそれよりも大
さい。臥位では，使用前 74.4で，異常な高値を示し
た。 fl予量の減りが，、し、ちじるしし、ためで、ある。使
用後は， 4.78 となり，尋常値(l .8~4.0) に近づく。 
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Fig. 69 Relation between Total Pulm. 
Resist. and A02・Sat. 
常値上界をこえる。深吸気量は，尋常下界を，はる
かに下まわるが， St/Ly 0.99，SittjLy 1.34で，坐 
乙小さい。呼予量も，尋常下界v頃)1{立，臥位，立[立の
を，はるかにー ドまjつるが，St/Ly 1.80，Sitt/Ly 3.38 
で， 坐位がもっとも大きく， 臥{立がもっとも小さ
，.16.1St/Lyで，30%い。肺活量も，尋常値のやく 
Sitt/Ly 1.68で，やはり，坐位がもっとも大きし、。
最大換気量も，St/Ly 1.20，Sitt/Ly 1.5で， 同じ
傾向である。換気予備率も，尋常値よりはるかに小
，さく， St/Ly 1.02，Sitt/Ly 1.28で，坐f立がもっと
も大きく，臥位がもっとも小さし、。すなわち，坐位
がもっとも呼吸が楽で，臥{立がもっとも苦しし、とし、
う患者の自覚症状と，肺容量，換気量の大きさとの
問には正の相関があった。
臨床経過:Cedi1anid，および， Theocolinの静
脈内注射を行った。静脈圧，および，心拍数は減っ
て，尋常値となり，尿量は，いちじるしく増した。 
狭心痛，呼吸困難感もとれ，せき，ラ音も消失。
呼吸機能検査成績 (2)(表 16):12月 9日，第 2
-836ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
肺活量は，各体位とも増して，尋常下界値を示す。
StjLy 1.13，SittjLy 1.03で，立位が最大，臥位が 
最小となった。最大換気量も， いちじるしく増し 
て，尋常値となった。 StjLy 1.23，Sitt/Ly 1.18で，
尋常上界(1.15)より大きく，立位が最大， 臥[立が 
最小となった。換気予備率も増して，尋常値内には 
いった。大きさは，立位，坐f，臥位の順。すなわ
ち，薬物使用前，各肺容量，および，換気量は，尋
常値よりはるかvこ小さく，坐位が最大で，臥位が最
小値を示した。使用後は，いちじるしく増して，尋
常値内にはいり，立位が最大で，臥位が最小となっ 
た。患者は，薬物使用前，坐位で，呼吸がもっとも
楽で，臥位は，もっとも苦しいと訴えていた。使用
慣となっ)1後は，立位がもっとも楽で，坐位，臥位の
た。肺容量，換気量の大いさと， 呼吸困難の度と
が，負の相関を示した。分時換気量は，使用後絞っ
て， 尋常値に近づいた。 O2消費量は， 使用前 286 
cc/min，使用後 265ccjminと，し、くぶん減って，
尋常値の上界 (210ccjmin)に近づいた。 O2当量
は，使用前 3.761，使用後 3.531で，尋常上界 (3.0 
1)に近づいた。循環時間は， Ether，Decholinと
もに，いちじるしく減って，零常値となった。動脈
血 O2飽和度は，使用前 86.4%，使用後 98.6%，静
脈血 O2飽和度は，使用前 43.3%，使用後 63.4%と，
ともにいちじるしく増して，尋常値内にはし、った。
例 2(No. 53) Y. Y. 53才，女性
診断 甲状腺機能充進症+心房細雪J
主訴 1)どうき， 2)息ぎれ， 3)甲状腺腫
現病墜昭和 27年春， 甲状腺腫に気づレた。同
年秋より，体動時に，どうきを感じ，やせて来た。
眼球の突出はなかったが，子指のふるえがあった。
医師にノミセドウ氏病の診断のもとに治療をうけて，
一時軽快した。昭和 29年冬， どうき，息ぎれ，発 
汗がはげしく，朝，足背に浮腫のあるのに気づい
た。医師の手当をうけたが，病状はー進一涯であつ
た。昭和 30年 12月，上記の主訴で入院。己往歴，
および，家族歴に特記すべきことはない。
入院時所見:脈拍 90，不IE，心拍 116で， 26の脈
拍欠損がある ο 心濁音界は，や L左方に拡大， 心
尖， および， 犬動脈弁口聴取部で， 縮期性， およ
び，弛期性雑音をきく。両側肺下部に湿性ラ音をき
き，肝は 4横指ふれ，やや硬く，辺縁は鋭。牌はふ
れず，腹水はない。下肢，足背に軽度の浮腫をみと-・・める。甲状眼の腫大は中等，手指のしんせんがし、ち
静脈圧 220mmH200 Wezler法による M. V.6.93 
ljmin，S. V. 51.0cc，W. 1800dynejcm5，E' 4190 
dynejcm5 Ether時間8.。グ， Decholin時間 16.8"。0 
呼吸機能検査成績(1)(表 12): Phenobarbital 
(Linasen“第一製薬")と安静でおちついた 12月
16日に行った。一回換気量は，尋常値より小さい
が， StjLy 0.99，Sitt/Ly 1.10で，坐f立が最大，立位
が最小。呼吸数は，立位 24，坐{立 ~22，臥位 26 0 すな
わち，坐位が，もっとも深く大きな換気を，もっと
もゆっくり行っている。分時換気量は，尋常上界を
こ小さし、。深吸気量も，t慎)1こえ，立位，坐位，臥位の
呼予量も，尋常値をはるかに下まわるが，両者の比
は，立位では1.78，尋常値範囲内にあり，坐位では 
0.87，尋常下界より低い。すなわち，深吸気量は，
いちじるしく減っている。臥位では， 2.23で，尋常
の上界にある。肺活量は，尋常値のやく 55%，St/ 
Ly 1.13，Sitt/Ly 1.20で，坐位が最大，臥(立が最小。 
最大換気量も， F尋常値のやく 75%。各体位の相互関
係は，肺活量と同傾向を示す。気速指数は，各体位
とも1.0より太きし、。換気予備率も， まったく，同
傾向。 O2消費量は 255cc/min，O2当量は 4.041，
甲状腺機能充進症では，代謝の増すため，換気量が
ふえるが，平行的に， O 2消費量も増すゆえ，O 2当
量は尋常値を示すとされている。しかし，この例で
は，心不全を合併していたゆえ， うつ血性換気増加
が加わり，高値をとったと思われる。動脈血の O2
飽和度は，尋常の下界より，はるかに低し、。静脈血
の O2飽和度は，尋常。
臨床経過 :Methiocil + Cedilanidの経口的使
用を行った。 12月 30日に，基礎代謝率は， +74%に
さがり，脈拍数は 86，心拍数は 100で，脈拍の欠損
は 14となった。 1月 17日には，基礎代謝率が，
+24%，脈拍数， 心拍数はともに78で， 脈拍の欠
損は消えた。心電曲線は，洞調律を示した。静脈圧
は 220，160，110mmH20 とさがった。肝は 2横指・.. 
に縮小，尿量は増し，呼吸困難，どうきは，いちじる
しく改善， 胸部のラ音も消‘えた。 S.V.，M. V.は
増して，尋常の 2倍の高値を示し， W.，E'は減っ
た。血圧は，あまり委{じしなかった。 S.V.，M.V.の
異常な増しは， Plusdecompensationを懸念させる
ようであるが，これは，紬動がとれ，本来の甲状腺機
能尤進症の循環動態にかえったと考える。循環時間
は， Ether，Decholinとも短縮して，尋常の下界。
呼吸機能検査成績 (2)(表 22):1月 17日，第2
じるしい。眼球突出はない。基礎代謝率+110%。 問自の検査を行った。一回換気量は，増して，尋常
• • 
• • 
• • 
• • 
• • 
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関も，臥位，坐位，立位で，尋)1値となり，大きさの
常の傾向となった。分時換気量，肺活量，最大換気
量，換気予備率は，すべて増し， 各体位相互関係 
は，一回換気量と同様に，立位がもっとも高値を，
臥{立がもっとも低値を示した。これらの愛化は，例
24と同様，呼吸困難感の減りと，正の関係を示し
た。深吸気量と呼予量の比は，立位1.71，坐位1.94，
臥位 3.78で，呼予量に比し，深吸気量の増しが大き
L、。これに一致して，患者は換気が楽になったと述
ベた。血液相では，動脈血の O2飽和度が増して，
91.3%となったが，なお，尋常値より低し、。静脈血
の O2飽和度も増して，尋常値をこえた。このた
め，動静脈血 O2較差は 1.62Vol%で，尋常値より
小さし、。動脈血の O2張力は，50から 70mmHg 
に増し， CO2張力は 50から 32mmHgに減り，
ともに尋常値の方向へ動いた。
例 3(No. 16) S. K.22才，女性
診断 M.S. +心性気管枝痘箪 
主訴 1)息ぎれ， 2)どうき 
現病歴生来健康であったが，昭和 29年秋，心
臓が悪いといわれた。昭和 31年 11月ころから，し
7ごし、に，どうきが現れ，その後，労作時に，息ぎれ 
をおぼえるようになった。このとき，せき，少量の
粘液性のたんが出ることもあった。昭和 31年 5月
かぜをひき，息ぎれがひどく，起坐呼吸をとること
もあった。口居や手爪に，チアノーゼがあるといわ
れたこともある。昭和 31年 6月入院。 
己往歴 6才のころ，扇桃炎。 8才，しよう紅熱。
リウマチ性疾患にか与ったおぼえはないとしう。
入院時所見 体格，栄養は尋常。顔面や L蒼白。
脈拍，分時 76，正，大きさ尋常。呼吸 16，胸腹型。
血圧 110........60mmHg。口暦にチアノーゼ、はな<，咽
頭，扇桃に異常がない。胸かくは尋常。心尖は臥位 
で左側乳線上，第 5肋間腔。心尖に猫鴨をふれる。
心濁音界:右界は右側胸骨縁，上界は第 3肋骨上 
縁，左界は左乳線上。心音:心尖で，上行性縮期前 
性雑音， 心底で，縮期前性雑音をきき，最強点は心
尖。第2肺動脈音は充進。肺所見:濁音はなく，呼
吸音は，や L鋭，右前胸，および，左右背下部に，
少数の乾性ラ音をきく。腹部には異常がない。下肢
に浮腫はなく，鹿反射も尋常。肝機能，腎機能は尋
-Pは著明。右室負荷曲線をみとめ，胸誘導で，中
間域は V2~V3" 反時計方向に回転，半垂直位。
ST-T v;こ異常はない。 V l> V2，V3で P波は 2相
性。胸部 X線写真は，典型的な僧帽弁型，肺うつ
血像を軽度にみとめる。静脈圧 90mmH20，循環 
時間は， Ether 9.6~， Decholin 16.8~ で， いずれ
も，わずかに延長している。
呼吸機能検査成績(1)(表4): 7月 28日， 薬物 
使用前の成績である。深吸気量は，尋常平均値のや
く1/2であり，呼予量は，尋常平均値のやく 1/5 
で，ともに，いちじるしく減っている。しかし，深
吸気量と呼予量の比が， 臥位 6.36，立位 3.56であ
り，尋常上界をこえているの呼予量の減りの度が，
i1~吸気量のそれより大きし、ことを示す。肺活量，最
大換気量もいちじるしく減って， Predicted Value 
の40%，50%となっているが， 最大換気量の減り
の度が大きいため，気速指数は，臥位，立位とも，
1:0より小さし、。換気予備率は， 臥位 73.4%，立{立
82.3%で，尋常下界(臥位 90%，立位 92%) より
低い。 O2当量は 3.171で，代償性過換気を示す。
血液相では，動脈血 O2飽和度は 90.9%，PH 7.38， 
O2張力 64mmHgでいずれも低値を示し， CO2張 
力は 46mmHgで，尋常値 (41mmHg)より，わ 
ずかに高い。静脈血 O2飽和度は 74.3%で，動静 
脈血 O2較差は， 4.42 Vol%である。
臨床経過， および，呼吸機能の安動(表 15，図
70): 7月 29日より毎日 Theocolin200 mgの静
注を行った。注射のさい，→過性にせき発作の現
れることがあったが，注射後 20分ほどで止み，
自覚症状は軽快した。 8月 10日より， Theocolin 
錠を 1日6錠の割で服用を続けた。 8月 20日に'
は，静脈圧 80mmH20にさがり， Ether時間 
7.0ぺDecholin時間 14.8"で，ともに尋常値となっ
た。 Wezler法では， S. v.が 71.3cc，M.院が
5.31/min" W が 1001.1dyne/cm5， E'が 1378
dynejcm5 である。血圧は 110~60mmHg。深吸気
量は，臥[古が増し，立(立が減って，立{立と臥位の比
が 0.96となり，尋常値を示す。呼予量は，立位が増
して， 深吸気量と呼予量の比は 2.1で，尋常値を示
すが， 臥{立では， 5.8と高値を示し， 深吸気量に比
し，呼予量が，なお，小さい。患者は，臥位より，
の換気が楽で、あり，また，吸気よりも，呼気がfi'[立 .1S. V. 131法による循環分析数値は，Wezler常。 
cc，M. V. 7.71/min，W. 933.2dyne/cm5，E〆 1135 苦しいといった。この自覚症は，肺容量の大きさと 
dyne/cm5，血圧 116----60mmHg，脈拍 59.3。大動 平行的であった。肺容量，最大換気量はともに増し
脈断面積 4.41cm2 心電曲線は，右軸偏位， mitral たが，気速指数は，臥位で 0.81，立位で:0.80と，臥0 
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Fig. 70 Case No. 16，S. K.22 Yrs. 0 は減り (17)， 日を追って順調に回復
M.S. +cardiog. bronchospasm した。この間， 少量のジギタリス
β陶腕，山内y 剤を使った。 
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は，なお，僧帽性 Pがあったが，
キモグラムでは，左室の振巾が増
亙仰
% し，心の面積は減った。第2肺動脈
を[.0 音は分裂しているが，狭窄性雑音は 
. (0ミJ.O 消えた。自覚的には，息ぎれ，せ寺
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;γ子τ一60f2601 0.87く増して，立(立と臥位の比が と
なり，尋常値となった。呼予量の増d ロ
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6.5 2.8で ，立位で で，いずれも尋常
しは，立 '>0 1.，臥{立とも，わずかであt¥
り，深吸気量と呼予量の比は，臥位
分時換気量とも減って，尋常値とな
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の上界をこえる。すなわち，暖気量
に比して，呼予量が少ない。肺活量
の増しとともに，最大換気量も増し
て，気速指数は，臥位で 0.99，立位
で1.0となり，尋常値を示す。換気
予備率も，臥位で 82.0%，立位で
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イ立では、多少増したものの，依然として，気管枝狭窄
牲の数値を示した。 O2消費量は 191ccjmin.から 
171ccjmin.に減り，換気予備率は増し， 臥位で 
80.6%，立付:で 85.5%となった。残気量は， 7月 28 
日は 2561ccで，尋常値のやく 2倍の高値を示し，
さらに，肺活量の滅りによる全肺容量の減りのため
に，残気率は 64.1%と，異常な高値を示した。 8月 
20日には，残気量は 1762ccで，尋常値に近づいた
が，残気率は，なお， 52%の高値を示す。動脈血の 
O2飽和度は 91.0%，O2張力は 65mmHgで，とも
にわずか増し， CO2張力は減って，38mmHgとな
った。静脈血の O2飽和度も増して，83.8%となっ
た。心電曲線，胸部 X線所見，心キモグラムには，
ほとんど，~化がなかった。 8 月 28 日より， Carn司 
igen，Cedi1anid，および， Theocolin静注などを
使用したが，心性気管枝痘寧の発作が，とれなかっ
たので， 昭和32年 2月1日， 中1J恒明教授執刀の
もとに，イ曽帽弁膜切開術を行った。
術後 5日目に， S.V.，M. V.，および， D.A. Z. 
87.5%に増した。残気量は被って 1355ccとなり，
ほぼ，尋常値を示し，残気率も減って 49.4%とな
ったが，なお，尋常値を上まわる。 O2消費量は 191 
ccjminで，尋常化したが， O2当量は 3.651で，尋
常上界に近い。動脈血の O2飽和度は 99.0%，O2 
張力は 142mmHgと， し、ちじるしい増しを示L， 
CO2張力は 38mmHgで， 尋常値である。静脈血
の O2飽和度は，すこし下ったが，尋常範囲であ
り，動静脈血 O2較差は，5.19Vol%で，尋常値。
静脈圧 110mmH20 Ether時間 7.0t'， Decholin0 
時間 11.211で，いずれも，尋常値。すなわち，手術
後，自覚症状の改善とともに，循環分析値は尋常化
きれ，呼吸機能検査では，気管枝痘肇j生の傾向が改
善され，低酸素血症がとれ，循環時間も，尋常値と
なった。 
Orl4 (No. 34) H. H. 66才，男性
診断亜急性肺水腫+栴毒性大動脈弁閉鎖不全症。
主訴 1)呼吸困難， 2)心脅部痛
現病歴やく 10年前から，なんら誘因ど思われ 
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ることな<， 秋， 冬のころ， 日に一回， 息ぎれ， 
どうき， 呼吸困難の発作が現れた。昭和 28年秋か
ら，同じような発作が，毎日続き，治療をうけて軽
快。昭和 29年冬， ふたたび、発作がはげしくなった
ので， 12月当科に入院。心哨息の診断のもとに， 
Neophyllin，G-Strophantin (Uabanin "Take-
da'つで治療。 30年 3月軽快退院。その後も，軽い
息ぎれが続いたが，呼吸困難はなかった。同年 10
月ごろから，夜間呼吸困難発作がおこり，やがて，
毎日続くようになった。また，このころから心寵部
痛がおこったが，食事とは無関係で、あった。昭和 31
年春に，上記症状は軽快したが， 10月中旬から，ふ
たたび増悪。 11月5日，当科に再入院。
ス院時所見:体格，栄養中等度，顔面は蒼白で，
浮腫性。脈拍は正，緊張よく，速脈はなし、。槙骨動脈
はや L硬し、。不正脈はない。呼吸は浅く，規則的で，
哨鳴がある。瞳孔は正円，同大，対光反射尋常。 口
居，指爪にわずかのチアノーゼがある。心尖拍動
は，左鎖骨中線より 1横指外側で，第6肋間にふ
れ，非拾起性。心の比較的濁音界:右は，右側胸骨
縁から 1横指右，左は，左鎖骨中線から 1横指外。 
心音:大動脈弁口聴取部，および，心尖で縮期性雑
音をき ~，第 2 音は不純。肘j動脈弁口，三尖弁口で
は，第 1音が雑音性，胸骨右縁で，第 3肋骨から第
41Jj]骨のところに，最犬点がある。肺の理学的所
見:前胸部に湿性ラ音，左上胸部に笛声がある。背
面では，両側中部，および，下部に，湿性ラ音があ 
るの腹部は，軽度に膨隆， 側腹部に静脈怒張をみ 
る。肝は 3横指ふれ，硬度はや L硬く，辺縁は鈍。
牌はふれない。心宮部，および，右季限]部に，圧痛点
がある。顔面，陸骨稜，足背に軽度の浮腫がある。
臆反射尋常，病的反射はない。犬腿動脈音， Duro-
ziezの重複音をきく。毛細管拍動はない。 
11月7日，上記症状がや L軽快したので，呼吸機
能検査を行った。検査成績(1)(表 7):立伎では
疲れて，実施不可能であるし，患者の負荷をなるべ 
く少くするために，臥位と坐位で測定した。呼吸が
浅く，一回換気量は，臥世，坐{立とも，尋常平均値
のやく 50%であるが，呼吸数が多いので，分時換
気量は，尋常の下界値を示す。深吸気量は，臥位で
は尋常値の 18.8%，坐位では 32.2%，呼予量は，臥
粒 37%，坐位 42%で，両体位とも，深吸気量の減
りのほうが，呼予量の減りより大きい。患者の外見
上の吸気性呼吸困難と一致する。肺活量は，臥位で
24.3%，坐位で 37.2%，最大換気量は，臥位で 12.8
Fig. 71 
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%，坐位で 1720昔、すべて，尋常値よりいちじるし
く小さいが，し、ずれも，坐位の値が臥位より大き
し、。換気予備率も， 臥位で 46.7%，坐位で 62.2%， 
坐杭の方が大きいが，減りの度は，両体{立とも，い
ちじるしし、。 O2当量は 3.311で，尋常値 (2.01----
3.0 l)をこえる。気速指数は， 臥伎で 0.64，坐位で
0.59，気管枝狭窄牲の傾向。 Ether時間は 1511，De-
cholin時間は 19.2ぺLobelin時間は 1811，N20時
間は 7.3"，Evans blue時間は 22"で，いずれも尋
常値をこえるの呼吸停止時間は 18/ 11月8日に/0 
は，また，呼吸困難が現れ，全身に浮腫が増した。 
Strophosid0.2 mg，Theocolin 200 mgを静注し 
たが，静脈圧が， 12日には 215mmH20 となり，呼
吸困難，哨鳴が強くなったので， Theocolinを400
mgとした。胸部には，湿性ラ音をきく。 13日に，
静脈圧が 150mmH20にさがり， 臨床症状もおち
ついてきたので，第 2回目の呼吸機能検査を行つ
た。(表 18，図 72)。残気量は増して，尋常値に近
づいたが，肺活量の減りによる全肺容量の減少のた
め，残気率は 70.8%と，異常な高値を示した。最大
換気量も減ったので，気速指数は， あまり~，らな
し、。換気予備率も，ほとんど不安。「息こらえ」時
間は，61/に減った。動脈血 O2飽和度の増しとと 
もに， O2張力も，わずかに増している。 CO2張力
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は，ほとんど不安。循環時間は， Lobelin，Evans 。炎鵠潟入頭診此'がつで長格症口'側た肝時'に偏と配く腫な中。体昔(九は外
け 刊れ科左全日し浮に卒亡:に目界指
2H
blue値が減り， Ether，Decholin，N 20値が，わ
ずかに増した。臨床症状と Lもに，呼吸機能検査成
績も悪化した。 14日には， 尿量が 500ccに減り，
全身の浮腫も強くなったので， Theoharn 3 g，武
田強力ジギ葉末 (L・156)0.2 gを 1日量として用い
た。 19日にはラ音がほとんどなくなり， r息ごらえj
時間は増し，全身状態も改善された。 Wezler法
による循環動態の分析値を，表 7，および，表 18に
示す。分時送血量は，入院時 4.21jmin.で，尋常の
下界を示したが， 11月12日の増悪時には 3.91jmin.
に減り，好転とともに， 11月20日には， 6.51jmin 
に増した。
呼吸機能検査成績 (3)(表 18):臨床症状の改善
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された 11月19日に行った。入院時の検査成績をも
h
とに，増減を百分率でみると，深吸気量は，臥{立で 
+35%，坐{立で十70%，呼予量は，臥位で十24%，
坐[すで +59%。すなわち，深吸気量の増しの度が，
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上縁，左は左乳線より 3横指外方。心尖に，縮期性 Fig. 73 
雑音があり，第2音は分裂。肺動脈音，大動脈音の M.H.49Yrs口Nephrogenich少'fCT加i;f.JIl(1j此釘血併 
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ない。腹水兆候はない。肝は，右!白骨弓下に 3横指
ふれ，圧痛があり，辺縁は鈍で，硬さはや L増してい 
るが，表面に凹凸はない(針検ではのう胞肝の所見
なし〉。両側の腎部に抵抗をふれ，表面は粗大頼粒
性で，軟骨硬の部分もあり，移動性はない。下肢に
軽度の浮腫がある。臆反射は尋常。血圧は 232~96 
mmHg。静脈圧は 130mmH20。眼底は Keith-
Wagener r型。
呼吸機能検査成績(1)(表 6): 1月9日，薬物使
用前に行った。この時，循環時苅は， Etherで7.2ぺ 
Decholinで 21.4ペ Lobelinで 16.8/'/，N20で 5.0ぺ 
Evans blueで 14.2ペすなわち， Decholin時閉じ-
Lobelin時閣とが，尋常値より延びている。一回呼
吸量は，臥位が立位より大， しかし，呼吸数が多い
ため，分時換気量は，立{立の方が大きし、。いずれも
尋常範到。深吸気量は，臥(立では尋常平均値のやく 
1/2，立位では尋常平均値のやく 2/3であり， この
ため， 立位と臥{立の比は 0.76で尋常値 (0.73--1.0)
の下界を示す。呼予量は， とくに，臥(立でソS，さく，
このため，深吸気量と呼予量の比が， 立位で1.24，
臥位で 5.53，すなわち，立位では尋常値であるが，
臥位では尋常上界をこえる。肺活量，および，最大 
換気量は，ともに，尋常備のやく 1/2，たどし，気
速指数は，臥位で 0.92，立位、で 0.87，し、くぶん，気
管枝狭窄性。 O2消費量は 243cc/m.in.で，や L大
きいが， 02当量は 3.691で，過換気性。血液相では，
動脈血の O2飽和度が 92.1%，O2張力が 71m.m.Hg 
で，低債を示し， CO2張力も 28 m.mHgで低し、。
静脈血の O2飽和度も，尋常値より低し、。「し、きこら
えJ時間は，普通呼吸で 22ペ過呼吸後 28ペ過呼吸
係数は 0.27で，循環器疾患者・にふつうな数値を示す
(谷木(30))0Wezler法による循環分析数値は， S.V. 
が 146.6cc，M.V.が 9.661/m.in，W が 1312dyne 
/cm5，E'が 2160dyne/cm.5。
経過，および，治療(図 73):1月 10日に Stro-
phosid 0.15 m.gを静注， 12時間後に 0.25 m.gを追
加し，以後は 1日1回， 0.25 m.gを静注したo ll日-・より，どうきは消え，浮腫は，両側座骨稜にわずか
にみとめる。 25日には，静脈圧が 105 m.m.H20 と
なり，脈拍は 60，血圧は 21O~98m.m.Hg。このとき
，. 
の X線所見では，肺うつ血像はとれ(のう胞
. 
肺の
所見はなしつ， 心キモグラムでも， 心表面積がし、ち
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じるしく縮小し左室の拍動度が増した。 28日に，
静脈圧は 130mm.H20，循環時間は， Etherで 13/'， 
Decholinで 25/1，N20で 9.1'， Evans blueで 19ペ
すなわち，前回とほとんど定化がなかった。このと
き第2回目の呼吸機能検査を行った(表 17):分時
換気量は増し，臥{立が立位より大きくなった。深吸
気量は，立性，臥{立とも増して，尋常値に近づく
が，立(立と臥位の比は 0.71で，尋常下界より，わず
かに低い。呼予量は，立{立で増L，臥位で、減ったの
で， 両者の比が 4.83となり， 尋常上界 (2.5)をは
るかにこえた。肺活量，および，最大換気量はとも
に増し，気速指数は，臥{立で 1.16，立位で 0.95，気
管校狭窄牲の傾向はとれた。 1月8日の残気量は，
尋常値のやく 1/2であったが， 1854 ccとなって，
尋常値をこえた。このため，残気率も， 43.0%とな
って，尋常の上界を，わずかにこえた。換気予備率
は，臥(立ではほとんど不安。しかし，立{立では増し
て88.8%となったら O2消費量は，.243 cc/m.in.か
ら滅って， 186 cc/m.in，となり，値尋常をわずかに
下まわる。動脈血の O2 飽和度は 95~3% ， O2張力
は 85 m.m.Hgに増し， CO2張力は，や L減って 26 
mmH.gとなった。静脈血の O2飽和度は減って，
動静脈血の O2較差は 7.0Vol%となった。「し、きこ
らえJ時間は，普通呼吸時で 25ペ過呼吸後で 30ぺ
ともに，わずかに延長したが，過呼吸係数は 0.2で，
R附R 菌首，~ Sum仰即pho仏凶ωs 
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谷本(30)のし、う循環器疾患型を示す。 s.v.が 117.0 考えられなL、。拡散能力検査はできなかったが，肺 
cc，M. V.が 6.02ljmin，W が 2074dynejcm5， うつ血のL、ちじるしし、ことからして，肺毛細管膜を 
E'が 3282dynejcm5，すなわち，尋常値を示した。 通る拡散の障害，あるいは，肺毛細管の血流の不均
臨床的には，入院時中等症で，やふ有効例である。 等によるのではないかと考える。なお，この患者に
例 6 (No. 36) K.Y. 54才，男性 100% O 2を吸入させたところ，最高値 (100%)に
診断肺性心+気管枝痘箪 まで飽和したゆえ，この低 02血症が短絡によると
主訴 1)息ぎれ， 2)どうき， 3)浮腫 は考えられなし、。深吸気量は，臥位で尋常平均値の
現病歴昭和 21年夏ごろより，鴨息発作が現れ， 61.4%，立位で 87.6%，呼予量は，臥位で 54.6%，立{立
医療にもか Lわらず，症状は一進一退で、あった。昭 で 39.5%，呼予量の減りがし、ちじるしし、。静脈血の
和 31年 10月4日，どうき， 息ぎれ， および， 顔 02飽和度は 54.1%で，尋常平均値 60%より低し、。
面，下肢の浮腫を主訴として，当科外来を訪れ，上 「し、きとらえJ時間は，軽い吸気位で 30.1ぺ過呼吸
記診断のもとに，通院Lていたが，はかばかしくな 後は 34.1グ，過呼吸係数は 0.15で，循環疾患型に入る
いので，昭和 32年 1月 10日入院。入院時所見:体 αoh治療，および，経過:1月 11日より Theocol・
格中等，栄養良好。顔面はや L赤朱をおび，軽度に in 330mg静注， 13日よりさらに武田ジギ、葉末 (L-
浮腫性。口唇，指爪にわず、かのチアノーゼをみる。 156)1日O.4mgを加えた。静脈庄は 180mmHzO 
頚静脈はし、ちじるしく怒張。哨鳴をき七呼気が苦 からさがって， 12日には 130mmH20，15日に
しい。結膜は尋常，瞳孔は正円，左右同犬，対光反 は 90mmH20 となり，以後この程度で終始した。
射，および，眼球運動に異常はない。脈拍数は 82， S. V.は 41.8cc，M. V.は 3.511jmin，W は 2454
正，槙骨動脈はや L硬〈ふれた。胸部:全体に湿性 dynejcm5，E'は 2164dynejcm5で，M.V.は 12
ラ音をきくが， とくに前下部，および，背部に強い。 日よりさらに減った。循環時間は， N20 だけが，わ
心は左右に強く拡大，心尖で縮拡臼雑音をき~，第 ずかに滅り，ほかでは，すべて増した。自覚症の改 
2音は不純，第 2肺動脈音の尤進がし、ちじるしい。 善は軽度。 1月 23日， 第 2回目の呼吸機能検査を
胸部 X線所見では，右第 2弓，左第2弓の突出が 行った。成績 (2)(表19):分時換気量，肺活量，
いちじるしく，肺野は全体にうつ血像を示す。心電 最大換気量， 11~吸気量，換気予備率は，臥{す，立位
曲線には，著明な右室負荷曲線がある。腹部は，や とも，平{子して軽度に減少，呼予量は，ほとんど不 
q~隆し，緊張は強し、が，腹水兆候はない。肝は， 姿。気速指数は，臥{立， 立位とも，依然として1.0
より，かなり小さし、。残気量は減って，尋常値に近骨，j硬し、が，表面は平L横指ふれ，や1右肋骨弓下に 
庄痛はなし、。牌はふれなし、。下肢には，軽度の浮腫 づいたが，肺活量の減りに伴なう全肺容量の減りの
がある。臆反射は尋常，病的反射ーはない。血圧は 138 ために，残気率は減っても，なお，尋常の上界をこ 
"""'-'70mmHg。静脈圧は 180mmH20，循環時間は， える。 O2当量も軽度の増加を示し，02飽和度は， 
135でDecholin，18'1でEther ，N 20で 11.0'1，Ev- 動脈血，静脈血とも，わずかに減少した。動脈血の 
ans blueで 25.2'1，¥，寸ごれも，いちじるしく増して 02張力吟減り， CO2張力は増した。「し、きこらえj
いる。ス院後 3日目，や L一般状態が落ちついたゆ 時間は，普通呼吸時に 29.5ぺ過呼吸後で 32.7ペ過
え，、呼吸機能をしらべた。このときの循環分析値 呼吸係数は 0.12。依然として，循環疾患型の値を示
125~90mmHgした。縮期庄はさがって，血圧はW，4.121jminがM. V.，.5cc!34がv.S.は， が と 
2382dynejcm5，E'が 2973dynejcm5であるの M. なった。この例では，換気量がし、ちじるしく大きい 
V.が， 尋常の下界にある。呼吸機能検査成績(1) のに，萄:脈血の O2飽和度の低いこと，また，O2消
(表 8):一回換気量は，臥{立で尋常値の 177.2%，立 費量が尋常値をはるかに上まわるのに， 02当量の
{立で 197.8%，分時換気量は，臥位で 288.0%，立位で 大きいこと(尋常値のやく 2倍)， および，最大換 
283.0%，と過剰換気を思はせる数値を示し， O2当 気量の減りが大きいために，気速指数の小さいこと
量は 5.211と大きし、。動脈血の 02飽和度はf尽く などは，気管枝痘寧!とともに，肺性心としての特徴 
(89.7%)，O2張力も減っている (74.6mmHg)。 を示す。 
CO2張力は 45mmHgで， や L高く， PHは 7.36
で，アチドージスの傾向。すなわち，この低 02血
IV.考案 
症は，換気量が充分高いから，換気不足によるとは 1. 各疾患、別の肺容量，換気量，および，血液ガ
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ス諸量について
一回換気量は，心疾患では尋常値より小さいが， 
心性気管枝痘肇，肺性心，肺気腫，気管枝n持患の各
群では，尋常値より大きかった。ラ音聴取例は，各
疾患を通じて小さい。分時換気量は，気管枝哨息群
では， その平均値はノトさかったが， 他の心疾患で
は，尋常値より高く，とくに，臥{立で，甲状腺機能
充進症，心房細動，および，気管枝痘箪群が，立位
で，肺気腫，肺性心，および，心性気管枝痘欝群が
高値を示した。一般に，心性呼吸困難には過呼吸
(Hyperpnoe)があり，肺性呼吸困難には過呼吸が
な・いといわれている<3D。 しかるに， 肺気腫，およ
び，気管枝哨息では，浅い換気をすることが稀で，
多くは過換気を行い， 一回換気量と， 分時換気量
が， ともに増すともいわれる(26)。わたくしの成績
では，むしろ，後者の傾向をとる場合が多く，肺血
行に障害をもつ心疾患であるかぎり，一回換気量は
小さいが，呼吸数の増しのため，分時換気量が尋常
値，ないし，それより大きく，肺疾患では，一回換
気量の大きいことが，分時換気量を大きくする傾向
をみた。深吸気量は，肺気腫，気管枝哨息群で，尋常
値を示したが，心疾患群，とくに，ラ音聴取例では
低かった。呼予量は，心疾患，肺疾患とも，低値を
示すが，肺性心，肺気腫，および，気管枝痘箪群で
は，尋常範囲内にはし、るものもあるので，その平均
値は，心疾患群よりは，大きかった。すなわち，時
間を考慮、にいれない吸気は，肺疾患で尋常， たど
し呼気の力が， ¥，、くぶん弱し、。心疾患では，両者
とも低値を示し，とくに，ラ音聴取例では，いちじ
るしい。
いうまでもなく，肺活量の減りは呼吸困難の傾向
と一致し，患者の状態が良くなると，肺活量も増
す。このさい， Drinkerらωは， 呼吸困難のため
病床から離れられなし¥患者の肺活量は，ふつう健常
者の 30%以下で，肺活量と呼吸困難は密な関連性
をもっとした。 Lundsgaard(18)らは，肺活量の減り
の理由として，肺毛細血管の血液量増加，間質組織
の肥厚，肺胞内および肋膜内液貯留，心肥大，およ
び，腹部臓器(肝など〉の増大をあげている。わたく
しの成績でも，心疾患では，各群とも，尋常値をは
るかに下まわる低値を示すが，代償性の肺気臆，お
よび，発作のない気管枝哨息群の多くは，下界にあ
るとしても，ほ Y尋常値範囲内にあり， Segal G(26) 
の成績と一致した。ラ音聴取例では，すで、にのベた
肺活量の減りをきたす原因が加算されるゆえ，いち
じるししイ底値を示した。
Lundsgaardら(8)は，心疾患々者の全肺容量，
機残量，肺活量が，いずれも減ること，たどし，残
気量は，初期にかえって増し，代償不全が起れば，
減るとし、った。残気量が1ST)期に増す理由として，肺
腫張および肺硬直をあげ， Bingerも残気量の増減
は，その肺の腫張および硬直のうち，どちらの因子
が強いかによって左右されるとし、った(2)。わたく
しの成績では，残気量は，肺性心，肺気腫群では，
尋常値のやく 2倍の大きさを示したが，心冠不全を 
除〈他の心疾患では，平均値が尋常範囲内，または，
これに近い値を示し， これにたいして， ラ音聴取
例では，低値を示すものが多かった。 Lundsgaard
らの考えかたによれば，ラ音聴取例は，肺腫張の型
に属する。残気率は，気管枝哨息，および，甲状腺機
能充進症群を除けば， 40%をこえた。また，ラ音聴
取例では，低い残気量を示すものが多かった。しか
し，残気率はむしろ，高値を示すものが多かった。
これらは，肺活量の減りによる全肺容量の滅りのた
めと思われる。
一般に，最大換気量は，最大 1回換気量の最大値
いかんと，もう一つは，換気速度のいかんとによっ
てきまる。最大 1回換気量の減りは，肺活量を愛化
させると同様な機序で説明できる。換気速度の減り
は，気管枝系の気流通過にたいする抵抗の増加，あ
るいは， 肺組織そのものの抵抗増加に左右されう
る。このほかに，心疾患者のうち，とくに心不全の
進んだ時期にあるものでは，骨かく筋の疲労も最大
換気能力を減らすと思われる。 Cosbyは， 高血圧
性心疾患では，気管枝痘箪の傾向が強く，最大換気
量の減りは肺気腫についで大きいといったω。し
かし，わたくしの成績では，各疾患とも，尋常値よ
り{尽く，とくに，心性気管枝痘撃，肺性心群でいち
じるしいが，明らかな左心不全では，一般に，それ
ほど大きい減少傾向がなかった。肺活量と最大換気
量の増減の割りあいを反映する気速指数は，甲状腺
機能充進症，および，心房細動群で1.0より大きい。
しかし，他の疾患は1.0より小さく，とくに， 心性
気管枝疲肇，肺性心，肺気腫，および，気管枝哨息
群では，いちじるしく j，Ek¥，、。すなわち，あとの群で
は，気管枝狭窄の傾向が強いからである。ラ音聴取
例には，一定の傾向がなかったが，肺活量，最大換
気量が，平行して減ることにもよると考える。
換気予備量は，最大換気量の減り，または，分時
換気量の増てによって減る。 Cournandらは，換気
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予備率が 60---70%にさがると，呼吸困難をきたす
とし、う。 Harrison(14)は，最大換気量にたし、する安
静呼吸時における分時換気量の比 M.V.川!f.B. C. 
が，呼吸困難に関係があるといった。わたくしの成
績では，換気予備率は，全疾患を通じて，平均値が
尋常平均値 (93%)より小さし、。とくに，心性気管
枝痘肇，および，肺性心群で，いちじるしく f尽く，
立位では， 70%以下になっている。全疾患を通じ
て， 70%以下はすべて重症で， しかも，ラ音聴取
例であった。
O2 ~消首費量は，高血庄凹』性l生d心心疾患， 大動脈弁閉鎖不
全症，'心し性気管枝痘肇，肺性'L心、，および， 甲状1腺泉機能 
允進症君群aで高く， f F値よりや L高他也の疾疾，患でも， 尋需常 
い。甲状腺機能允進症では，組織の代謝がさカか、んな 
ために，O2摂取率が高いが，他はすべて，動脈血
性低 O2血症のおこりうべき疾患である。 O2当量
は，100ccの O2を摂取するために換気される空
気の量 (1)である。換気の増しかたには 2型ある。
i)代謝性一運動や甲状喋機能尤進症の場合な
ど，代謝率のふえるために換気量が増す。 
ii)代償性一代謝率に比例しないで換気が増す
場合で，多くの心肺疾患は，これにはいる。
O2当量は，i)の場合には尋常であるが， ii)の
場合には増す。すなわち，肺の O2摂取効率を示
し，呼吸気の分布と血流分布の関係の正否をも，あ
る程度示すといわれる(5)0 ii)の場合， O2当量の
増しをきたす主因の一つに，肺胞内の CO2濃度があ
る。肺胞内の CO2が増せば，O2摂取量はふえずに，
いちじる Lく換気量が増す。わたくしのi成績では，
各疾患とも平均値は，尋常値より犬きいが，とくに，
僧帽弁口狭窄閉鎖不全症，心冠不全，大動脈弁閉鎖不
全症，および，肺気腫の各群で、大きかった。心疾患
の場合はうっ血のため，たとえ，肺胞へ換気が適当
に分配されるとしても，肺胞における有効血流量は
へっており，または，肺胞壁の拡散が障害されてい
ることもある。いずれにしても，心疾患の O2当量 
は尋常値よりも大きかった。なお， 5例の甲状腺機
能允進症のうち，心疾患を合併しなかったものは 1
例だけであったが， この例では， O 2当量が 2.851
で尋常値を示L，これにたいして他の 4例は高値で
あった。肺のガス交換の障害は，動脈血の血液ガス
かに肺水腫兆候をもっ患者だけに， O2飽和度がさ
がるとし、った。さらに，氏らは，肺気腫，および，
肺性心における O2飽和度が，心疾患のそれよりも
低いとした。わたくしは，僧帽弁口狭窄症，心冠不
全，心房細動，および，肺性心群において，90%以
下のものをみた。肺気腫，および，甲状腺機能充進症
群は，ほど， 90%であった。重症，および，ラ音聴
取例は，各疾患とも，低値を示した。なお，高血圧
性心疾患，および，甲状腺機能尤進症群では，動脈血
の O2含量の低下にもか Lわらず，静脈血の O2含 
量が尋常値を示したのでで、， 動.静脈血 O2較差は
5.0Vol% (尋信
は， 静 1脈隈血の O2含量もさがつたのでで、， 宣欝動苦訪~ .静脈血
O2較差が，5.0Vol%より高かった。動脈血の O2
飽和度の安動は小さかったが，O2張力に換算する
と，尋常者にくらべて，かなり低い。わたくしの観
察した各疾患も，かなりの低値を示し，ことに，僧
帽弁口狭窄症，心冠不全，心性気管校痘箪，肺性心，
および，肺気腫群では，この傾向が大きかった。各
疾患とも，ラ音聴取例で低く， 76mmHg以下であ
った(尋常平均値 95mmHg)o Cosbyらは，動脈
血の CO2張力が，高血圧性心疾患で高<，肺気腫， 
および，肺性心では，さらに高いことをいった(6)。
わたくしのみた，僧帽弁口狭窄症，心性気管枝痘
箪，肺性心，および，肺気腫の各群は，尋常値より
高かったが，僧帽弁閉鎖不全症，心冠不全， およ
び，甲状腺機能尤進症の各群では，むしろf尽く，ラ音
聴取例では，高・低，あるいは尋常値を示すものが
あり，一定の傾向はなかった。 Fraser らは，心疾
患者の動脈血の pHが尋常の範囲内にあるか， ま
たは，し、く分上昇しており，これは過換気の度に影
響され，かっ，このさい，動脈血の CO2張力も，
また低下するとし、った。 Peabodyらは，このさい，
肺胞気 CO2張力のさがりかたをみ，Fraserらの
報告と一致した(21)。
Ether時間の大部分は， Etherが肘静脈から右
心を経て，肺毛紙管に達するに要した時間で、あると
されている。尋常値は 41/~71/ (Hitzig)，4.51/，.:.._9.0ぺ
11平均 7.1"(木村)， 6.6~11.2ぺ 平均 8.31/ (塩谷〉
で(27〉，わたく、しの対照値も，ほ Yこのうちにある。
高血圧性心疾患，および，甲状腺機能尤進症群は，尋
の異常を表わしうる。しかし， Harrop，Eppinger， 常に近い i直を示したが，他の疾患， とくに，肺性心 
Cullenら(7)をはじめ，慢性心不全患者の動脈血 では，いちじるし〈長い。 
O2飽和度が，一般に尋常で、あるか，低下しても， Decholin時間の尋常値は，平均 13.51/ とされて
わずかであるとしヴ人が多い。 Cosbyらωも明ら いる(27)。僧帽弁閉鎖不全症，高血圧性心疾患，
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大動脈弁閉鎖不全症，僧帽弁口狭窄症，および，肺
性心群では， 25.0//以上もあった。甲状腺機能允進
症では，尋常値に近かった。
以上，各肺容量，換気量，および，血液ガス諸量 
を，各疾患別に観察したが，治療薬の使用後は，ご
く一般的にいうと，有効例では尋常化し，これにた
レして，不安，および，増悪例ではp 前者とちがう
方向か，または逆に動いた。ラ音聴取例は，肺うつ
血の，かなり進んだ段階にあるものであり，重症例
と同傾向をとるのは当然と思われる。また，これら
の愛動が，循環因子とどのような相関を示すかをみ
て，かなり)定した結果をえた。すなわち，薬物有
効例のうち，重症では，循環因子の尋常化にもか L
わらず，呼吸諸量は尋常より低値にと Yまることが
多い。軽p 中等症ではp 循環因子と p 呼吸諸量の~
化が，平行した。不~，および，増悪例では有効
例と，別， または，逆の方向に動くことが多かつ
た。重症例では，肺の~化がすでに器質的となり，
多くは不可逆的になるためであろう。
なお， McMichaelは，肺活量と分時送血量の相
れる(24)。わたくしは，“routine"に，体位愛換-・時の肺機能をしらベた。患者の負たんが大きくなる
関がすくないこと，たどし， O2当量と分時送血量
のあいだには，かなり，はっきりした負の相関があ
ると指摘したく6)ο わたくしは，両者の間にも，上述 
したような，一定の関係をえた (ill.2. b.)。
2. 心カテ{テノL検査成績と呼吸機能につし、て
肺疾患にもとづく肺高血圧症の主因は，肺血管床
の抵抗増大であるがF心性肺高血圧症は，左心の逆圧
効果にもとずく肺静脈圧の上昇として始まり，逆行
的に肺動脈庄の上昇をきたす。肺静脈庄の上昇は，
肺性高血圧症には，本質的にみられなくてもよい所
見であり これに反して，心性肺高血圧症では，もp
っとも，いちじるしい特徴である。心性肺高血圧症
は，他方，心拍出量にもし、ちじるしい影響をおよぼ
す。肺毛細管圧，肺野J脈圧と呼吸困難の関係を論じ
た報告は多し、。肺毛細管圧，肺動脈圧が尋常なもの
は，ほとんど呼吸困難を示さず，高度の呼吸困難を
訴えたものが，いずれも明らかな肺高血圧症を示す
〉，・Fer，Lewisとは， rer， Bordenらく3 および，
Richards(22九曲直部(20)らが述べた。わたくしは，
肺動脈平均血圧，肺毛細管圧，全肺脈管抵抗と，各
肘i容量，換気量，および，動脈血 O2飽和度との相
関を求め，実験成績の項で比べた程度の相関牲をえ
たo
3. 体位Z互換による肺容量，換気量の安化につレ
て 、
今日，なお，起坐呼吸の機序はし、くつかの不明な
点をもっ。古くから，体位の安換と肺うつ血との関
イ系が注目されている。坐位では，比較的大量の血液
(l 5~合まで〉が重力によって内臓，および， 下肢の
皮下静脈血の Depotに移動し，肺にくる静脈血の
帰流が減ると考えられている。静脈血のl席流が、減る
と， m¥iうつ血も軽くなり，換気の余地が大きくな
る。こうして，肺の伸展度は増し， Hering-Breuer 
反射のおこりかたも~化する。逆に，横臥位では肺
うつ血が増す。この原因として，身体下部から血液
が移動すること，肺静脈に圧が負荷されること なp
いし，肺静脈内の血行力学的状態が悪化すること，
肺血管にねじれを生ず、ること，肺血量が増すことな
どが考えられてし、る。しかし，その真因は，これら
の因子の一つ，または，いくつかによって肺うつ血
が増し， Dockのいうように，ガス交換が障害され
るか，肺実質，または，肺血量の~化に刺激される
反射によるか，肺硬直の度が増すことなどが考えら
のをさけるため，主としてラ臥位と立位で測定し，
事情がゆるせば，坐位でも測定した。なぜなら，臥
f立と立位では，体位による測定値差が，どのように
現れるか，そして，それが日常の診療にどのように 
利用できるか，と考えたからである。代償不全の患
者では，立{立で肉体的な疲労が大きい場合もあるこ
とを見逃さなかった。
一回換気量には，疾患による差異はないが，ラ音
聴取例，および，重症例では，坐位，および，立位
で大き<，臥位で、小さい。呼吸数は，坐位でもっと
も少し臥r~[，立位の)1頂で大きし、。この結果，ラ音
聴取例では，分時換気量が，立位，坐仇ーおよび，ー
臥(立の順に小さく，臥位で、は，浅い，早し、換気を行
っても，換気量は，なお，他の体位におけるそれに
及ぱなし、。深吸気量は，ラ音聴取例で，立位，坐{立
が，臥位よりも，尋常のわりに比して大きかった。
肺気腫，および，気管校哨息群では，体位の差が，
尋常範囲内であった。呼気予備量は， とくに， 重 
症，および，ラ音聴取例で，坐位，立位が臥{"i'uこ比
して大きし、ということはなかった。肺活量は，とく
に，重症，および，ラ音聴取例で，立{立がもっとも
大きく，臥{立がもっとも小さかった。肺気腫では，
体位安換による影響が， ほとんど尋常範囲内にあ 
り，とくに，臥位で増すことはなかったが，ラ音を
聞いた 1例では，心疾患と同じ傾向をみた。最大換
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気量，換気予備率も，肺活量と同じ傾向を示した。 
Altschuleら(1)は心不全d患者で，横臥時，肺活量，
全肺容量のわずかな減り，呼予量，機残量，残気量
のかなりの減り，深吸気量の増しをみたが，これら
の斐化の度は，尋常人におけるそれと，ほ Y同じで
あったとし、う。しかし，わたくしの重症，および，
ラ音聴取例は，明らかに，尋常の程度J夕、上に愛化し
た。なお，呼吸困難が，吸気性か，あるいは呼気性 
かをみる一法として，深吸気量と呼予量の比をと
り，尋常値とく.らべた。臥位では，重症，および，
ラ音聴取例では，呼予量に比して 1~ï(吸気量が小さい
が，薬物使用後，有効例では，深吸気量の増しが， 
呼予量の増しに比して大きし、。すなわち，吸気の改
、善の方が，レちじるしい。坐位でも，臥位と同じ傾
向を見たが， その斐動範囲は小さかった。立{立で
も，同じ傾向をみた。これらの肺容量，および，換
気量の大きさと，呼吸困難感の減りとのあし、だに， 
正の相関をみた。このことを，各例で説明した。
v. ま と め
心疾患々者 40例を各疾患5jJjvこわけ，さらにそれ
らを，呼吸機能以外の自・他覚所見より判定して， 
軽症，中等症，および，重症にわけで，呼吸機能検 
査を行った。軽症は， Gaenslerらの第 1群，およ
び， 第 2群のうち軽度のものに， 中等症は， 第 2
群，および，第3群の軽症のものに，重症は，第 4
群，および，第3群に，だし、たい，相当する。薬物
使用、後の変習jを，有効，不安，および，増悪の臨床
的所見と対比して，観察した。比較する意味で，肺
気腫 7例，気管校日l也目、 5例，および，甲状腺機能充
進症 1例を用いた。体{lによる相違をみるために，
肺容量，換気量は，原則として臥位と立位で測定 
し，可能な例では，坐位でも測定した。とくに，循
環各因子の~動との相関に着目して検査を行った。
1) 一回換気量は，心疾患では尋常値より小さ
し、。心性気管枝痘箪，肺性心，肺気腫，および，気
管枝哨息の各群では，尋常値より大きい。ラ音聴取
例のそれは，各疾患を通じて小さし、。
2) 分時換気量は，気管枝哨息群では，その平均
値は小さかったが，他の心疾患では，尋常値より高
し、。とくに，臥位では，甲状腺機能充進症，心房長田
動群が，立位では，肺気腫，肺性心，および，心性
気管枝産車群が高値を示す。 
3) 深吸気量は，肺気腫，および，気管枝哨息群
では，臥{立，立{立とも，尋常値を示したが，心疾患 
群では，すべて，尋常値より小さし、。ラ音聴取例
は，とくに，低値を示す。 
4) 呼気予備量は，心疾患，肺疾患とも，尋常値
より低値を示すが，肺性心，肺気腫，および，気管
枝哨息群で、は， その平均値は，他の心疾患より高
し、。ラ音聴取例では，いちじるしい低値を示すもの
がある。
5) 肺活量は，心疾患では各群とも，尋常値をは
るかに下まわる低値を示す。肺気腫，および，気管
校日出息群では，尋常値内にある。ラ音聴取例では，
し、ちじるしく低値を示すものが多し、。
6) 最大換気量は，各疾患とも尋常値よりイ尽く，
とくに，心性気管枝痘寧，および，肺性心群でいち
じるしレが，左心不全の強レ疾患に減りの大きし、傾
向はみられなかった。ラ音聴取例は，すべて，いち
じるしく低し、。
7) 気速指数は，甲状腺機能文進症，および，心
房品目動群が1.0より大きいが， 他の疾患では1.0よ 
り小さく， とくに，心性気管枝痘寧，肺性心，肺気
腫， および，気管枝鳴息群では， いちじるしく低
し、。ラ音聴取例には，一定の傾向がない。
8) 換気予備率は，全疾患を通じて， 平均値は
93%より小さい。 とくに， 心性気管枝痘撃， およ
び，肺性心群では，いちじるしい低値を示し，立{立
では， 70%以下になった。 70%以下のものは， す
べて重症で， しかも，ラ音聴取例である。 
9) O2消費量は，尋常値より低いものはなく，
とくに，H. C. D.，A.I.， 心性気管枝症撃， 肺性
心，および，甲状腺機能尤進症者-では高い。各疾患を
通じて， 重症， および， ラ音聴取例は， 高値を示
す。
10) O 2当量は，各疾患とも，尋常値より大き
心房細動，肺1.，A.，心冠不全，Msi，い。とくに
気。腫群で大きし、。甲状腺機能充進症の 1例(心疾患 
のないもの〉は尋常値を示した。 
11) 残気量は， 心冠不全， 肺性心，および，肺
気腫群では，尋常値のやく 2倍の高値を示す。ラ音
聴取例には，低値を示すものが多い。 
12) 残気率は， 各疾患の平均値は，すべて 26%
(尋常平均値〉より大きし、。ラ音聴取例は， 高値を
示すものが多い。
王3) 動脈血 O2飽和度は，平均値が 90%以下の
ものは， MSi，心冠不全，心房細動，および，肺性 
心群である。肺気腫，および，甲状腺機能充進症群は
90%で、あった。重症，および，ラ音聴取例は，各疾
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患とも，低し、。静脈血 O2飽和度は，H.C.D.，お
よび，甲状腺機能充進症群の平均値が尋常範囲にあ
るほかは，すべて低値を示Lた。ラ音聴取例は， 35，~
 
65%の間に多く，ラ音を聴取しない例との差は， I明
らかでない。
14) 動脈血 O 2張力は，各疾患とも，尋常値よ
り低い。ととに，MSi，心冠不全，心性気管校痘撃，
肺性心，および，肺気腫群ではこの傾向が大きい。
各疾患、とも， ラ音聴取例は 76mmHg以下である。
動脈血 CO2張力は，MSi，心性気管校痘寧， Br¥H生
心，および，肺気腫群が尋常値より高<，ラ音聴取
例には，一定の傾向がなかった。
以上の諸量は，薬物使用後，すべて，同ーの傾向
をとった。有効例は尋常化の傾向を示し，不安，お
よび，増悪例は，別，または，逆の方向に動いた。
15) Ether時間は， H.C. D.，および，甲状腺

機能充進症群が尋常値に近し、が，他は尋常のやく 2

倍の高値を示し，肺性心では，いちじるしく大きい。
 
Decholin時聞は，甲状腺機能尤進症群・が，尋常値に

近いほかは，すべて延長Lた。
 
16) 薬物有効例のうち，重症では，循環因子く循
環時間，分時送血量，および，静脈圧〉が尋常化し
でも，呼吸諸量は，尋常より低値にと Yまることが
多い。軽，中等症では，循環因子と呼吸諸量の菱化
が平行した。不愛， および，増悪例では，有効例
と，別，または，逆の方向に動くことが多い。 
17) 体位2互換の影響~，回換気量は， 疾患によ
る差はないが，重症，および，ラ音聴取例では，坐
{立，および，立位が大きく，臥{立が小さし、。呼吸数
は，坐位が最小，立{立が最大。分時換気量が，ラ音
聴取例では，立位が最大， 臥{立が最小。深吸気量
は，ラ音聴取例では，立位，坐位が，臥(立よりも，
尋常の割に比して大きし、。肺気腫，および，気管校
哨息群では，体位の差が，尋常値であった。呼気予
備量は，重症，および，ラ音聴取例で，坐位，およ
び，立{立が， とくに，臥{立に比して大きし、ことはな
かった。肺活量は，重症，および，ーラ音聴取例で，
立位が最大，臥位が最小。肺気腫では，各{本位値の
割合が，尋常であった。最大換気量，換気予備i率
は，肺活量と同じ傾向を示した。臥位では，重症，
および，ラ音聴取例が，呼気予備量に比して深吸気
量が小さいが，薬物使用後，有効例では，i~g吸気量
の増しが大きし、。立位，および，坐{立主、も同じ傾向
をみたが，~動範囲は小さかった。これらの肺容
量，換気量の大きさと，呼吸困難感の減りとの間
に，lEの相関をみた。このことは，各症例で述べ
た。
18) 心カテーテノL法を行って得た肺動脈平均血 
庄，肺毛細管庄，および，全肺脈管抵抗と，各肺容
量，換気量，および，動脈血 O2飽和度との間に， 
一定の相関を得.た。
稿を終るにあたり，終始，御懇篤な御指導と御校
閲を賜わった恩師斎藤十六教授に厚〈御礼申 L上げ
ます。また，御援助下さった渡辺昌平講師，富井信
明博士をはじめ，教室の協研者諸兄に感謝いたしま
、す。
井;論文の要旨は，第 3四日本循環器学会関東地方
会(昭 31，，12)，および，第 22回日本循環器学会総
会(昭 33，5)で発表した。 
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